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ϑʔυόンΫ׆ಈマッチングࢧԉシステム ΞンέʔτʢϑʔυόンΫ൛ʣ 

݁Ռใࠂॻ 
 

【目ⓗ】全ᅜ各ᆅで活動されているフードࣂンク団体の活動の状況や課題をఛい、ඹ通する㡯目から࣐ッࢳン
グシステムをᵓ⠏する上で、ᚲせな᝟報や運用のたࡵのせ望等を཯ᫎする。個ูの課題や、ᆅᇦ特性のၥ題な
どから、ỗ用性のあるシステム作りに཯ᫎできるよう、全ᅜ各ᆅのフードࣂンク団体に࢔ンࢣートを㓄௜し、
ᅇ⟅にࡈ༠力をいただいた。 
【実施期間】2020 ᖺ 10 月 1 日㹼10 月 31 日 
【実施方法】:HE 入力方ᘧ 
【୺ദ団体】特定㠀Ⴀ利活動法ேセ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝ 
【対㇟者・㓄௜】㎰ᯘỈ⏘省食ᩱ⏘業ᒁࣂイ࣐࢜スᚠ⎔㈨※課を通じて᱌ෆを実施 

フードࣂンク団体 120 ௳ 
【ᅇ཰ᯛ数】全 30 ௳（タၥによりᅇ⟅が↓い場合もあり） 
【㉁ၥ事㡯ᴫせ】 
  ᮏ࢔ンࢣートでは୺に、㉁ၥ事㡯は௨ୗの通り 

㸯㸬取ᢅい食品のᙧែ 
㸰㸬フードࣂンク団体から見た⌧状の活動上の課題 

(1)配送経費 (2)マッチング状況 (3)保管 (4)資金 (5)在庫管理 (6)管理・報告 (7)その他 (8)課題 
㸱㸬フードࣂンク団体から見た、利用者（食品の提供ඛ）からのㅖせ望 
 (1)食品保存 (2)食品の種類 (3)配送方法 (4)食品受取量  
㸲㸬利用しているシステムについて 
㸳㸬システム࡬のホ౯ 
㸴㸬システムにᚲせな᝟報 
㸵㸬システムで㔜せどするᇶ準 

【ᅇ⟅団体名（全 30 団体）】  
団体名 

1 【北海道】 特定非営利活動法人札幌市福祉生活支援センターフードバンク札幌 

2 【岩手県】 特定非営利活動法人 フードバンク岩手 

3 【宮城県】 NPO 法人 いのちのパン 

4 【宮城県】 特手非営利活動法人ふうどばんく東北 AGAIN 

5 【群馬県】 フードバンク桐生 

6 【群馬県】 一般社団法人中央ライフ・サポートセンター 

7 【茨木県】 フードバンク茨城 

8 【埼玉県】 NPO 法人フードバンク埼玉 

9 【埼玉県】 フードバンクいるま 

10 【埼玉県】 一般社団法人彩の国子ども・若者支援ネットワーク 

11 【埼玉県】 社会福祉法人 和光市社会福祉協議会 和光市くらし・仕事相談センター すたんど・あっぷ和光 

12 【千葉県】 フードバンクちば 

13 【千葉県】 フードバンクふなばし 

14 【東京都】 フードバンク TAMA 

15 【東京都】 フードバンク立川 

16 【東京都】 フードバンク八王子 

17 【東京都】 フードバンク狛江 

18 【東京都】 フードバンクいたばし 

19 【愛知県】 フードバンクのわみ 

20 【石川県】 NPO 法人フードバンク小松 

21 【福井県】 フードバンクふくい 

22 【福井県】 アースファムふくい 

23 【三重県】 フードバンク ISE 

24 【岡山県】 フードバンク アリス 

25 【岡山県】 順正デリシャスフードキッズクラブ 

26 【鳥取県】 フードバンクとっとり 

27 【熊本県】 フードバンク熊本 

28 【鹿児島県】 フードバンクお助けマン霧島 

29 【鹿児島県】 特定非営利活動法人フードバンクかごしま 

30 【鹿児島県】 フードバンクてしおて 
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【質問１】 貴団体で取り扱っている食品の形態を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【質問 2-1】 貴団体の課題を教えてください。 

（１）配送について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【௒ᗘ取ᢅを᳨ウしているもの】 
日用㞧㈌ࠕ 青果はⴥ≀を㝖く᰿菜ࠕࠖ

୰ᚰ お⡿ࠕࠖ ࢶ紙࢜ムࠕࠖ  スク࣐ࠖࠕࠖ

ձ㓄㏦ᩱがかかる ղᏯᛴ౽௦がかかる ճ㓄㏦できるேᮦ մ㈨ᮦの୙㊊ յその௚  
 
 
 

 
 

㸨㓄㏦では、㈨㔠面�㓄㏦ᩱ、Ꮿᛴ౽௦�が � ๭௨上。ேᮦ確保、㈨ᮦ୙㊊も 1 ๭௨上。 

 

0%

20%

40%

㓄㏦ᩱ Ꮿᛴ౽ ேᮦ ㈨ᮦ その௚

31%
24%

17%
14% 14%

ձ常 品 ղ冷ⶶ品 ճ冷凍品 մ青果 յその௚ 
 グ入ୗさいࡈた、௒後取りᢅいを᳨ウしているものをࡲ
 

 
 

㸨フードࣂンクで取ᢅっている食品ᙧែは常 品はࡰ࡯す࡭ての団体で取ᢅわれているのに対し、タ備が

ᚲせな冷ⶶ品、冷凍品、青果などはࡲだ � ๭⛬ᗘである。 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

常 品 冷ⶶ品 冷凍品 青果 その௚

100% 59% 59% 72% 18%

 【௒ᗘ取ᢅを᳨ウしているもの】 
日用㞧㈌ࠕ 青果はⴥ≀を㝖く᰿菜ࠕࠖ

୰ᚰ お⡿ࠕࠖ ࢶ紙࢜ムࠕࠖ  スク࣐ࠖࠕࠖ

後
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【質問 2-2】 貴団体の課題を教えてください。 

（ᾁ）ἰἕἓὅἂについて 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【質問 2-ᵑ】 貴団体の課題を教えてください。 

（ᾂ）̬ሥについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ձ引取りඛのㄪᩚに時間がかかる ղ㏉⟅ࡲでの期日が▷い ճその௚  
 
 
 

 
 
㸨࣐ッࢳングでは、引取ඛのㄪᩚが � ๭である。ࢽーࢬと௙入れのࣂランスがとれないことから、自㈝で
食品を㏣ຍ㉎入している場合もある。 

0%

20%

40%

60%

80%

引取ඛㄪᩚ ㏉⟅時間 その௚

ᵔ4%

0%

3ᵔ%

【その௚】 
・行ᨻを通した個ู㓄㏦のたࡵ、利

用ୡᖏの生活ᅔ❓ᗘが間᥋ⓗにし

か分からない 
・ᕷẸからのᐤ௜等で食品を集ࡵて

いるが、୙㊊した時には࿧ࡧかけ

てもすぐは集ࡲらないたࡵ、食品

を㉎入することが時々ある 

ձ಴庫ᩱがかかる ղ冷ⶶ庫がᚲせ ճ冷凍庫がᚲせ մその௚ 
 
 

 
 
㸨保管಴庫ᩱ、冷ⶶ庫、冷凍庫の課題が同ẚ率となっている。 

0%

20%

40%

಴庫ᩱ 冷ⶶ庫 冷凍庫 その௚

28% 28%
24%

20%
【その௚】 
・冷ⶶ庫は⡿用が 2 ྎ 
・冷凍はᢅわない 
・冷凍冷ⶶ庫はᐤ௜の⏦しฟがある

が、㍺㏦時に品㉁を保つたࡵの保

冷㌴のᡤ᭷が㞴しい 
・಴庫はあるがཷけ入れのᣑ大は場

ᡤが⊃いのでฟ᮶ない 
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【質問 2-ᵒ】 ᝻᣿᩿について 

（ᾃ）φ体ႎに教えてください。（ᐯဌᚡᡓ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

【質問 2-ᵓ】 貴団体の課題を教えてください。 

（ᾄ）ࡉנሥྸ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸨㈨㔠では、ᐤ௜・ຓᡂ㔠、௚の事業からのㄪ㐩があるが、៏性ⓗな㈨㔠୙㊊、タ備୙㊊、ே௳㈝୙

㊊、そしてຓᡂ㔠⏦ㄳ手⥆の↹㞧さ等、多数の課題がある。活動をᣑ大すれࡤする࡯ど㈨㔠୙㊊、活動

者の個ே負担もቑえる。 

・ே௳㈝⣙ �� ୓、಴庫௦ �� ୓全て௚事業からの⧞入れで㈥う。事業をᣑ大する࡯ど௚の事業をᅽ㏕。 
・タ立して 2 ᖺ目の୍⯡のᕷẸが集ࡲってฟ᮶たフードࣂンクで㈈※がஈしい。 
・ຓᡂ㔠をいくつかいただいたり、఍㈝やᐤ௜で運Ⴀしている。 
・ḧしいᮍ利用食品があっても᭱㏆はフードࣂンク負担が多く、㓄㏦௦が㧗くて࢜フ࢓ーできない。 
・ຓᡂ㔠にも㝈ᗘがあり、೉入㔠に㢗っているがこれも㏉῭に㝈ᗘがありࡲす。 
・Ꮫᰯ法ேとして活動しているフードࣂンクであるたࡵ、Ꮫᰯ法ேと取引がある௻業等からのᐤ௜㔠をẖ

ᖺເっている。こどものᡂ㛗を➨୍の目ⓗとし、ࣂランスよい食事を提供するほⅬから、Ꮫᰯ法ேとし
て食品の㉎入も行っているたࡵ、ᣢฟ㈨㔠も୍定あるので、そこを๐ῶできるようにしたい。 

・ᮏᖺ � 月㹼� 月ࡲでは㉥い⩚᰿ເ㔠の⿵ຓ㔠で、ே௳㈝、࢞ࢯリン௦等᤬ฟできたが、౛ᖺ予⟬がない
୰、スࢱッフ各個ேの負担で行っているたࡵ、活動すれࡤする࡯ど負担がቑえる。 

・ᗈく、ᆅඖや୍⯡௻業に࿧ࡧ᥃けて活動するたࡵには、パートࢱイムⓗな事務ᒁဨの確保、ࡲた活動を
 。るⅭに冷ⶶ庫の確保など、㈨㔠㟂せはあるが、୙㊊ࡆࢁࡦ

・៏性㈨㔠୙㊊。ຓᡂ㔠なども書㢮手⥆きが↹㞧すࡂるので大変。 
・ே௳㈝、㟁Ẽ௦、಴庫௦の᤬ฟ。 
・ᐤ௜㔠が集ࡲらない。 
・⫋ဨ᥇用や᭷ൾボランテ࢔࢕のቑဨを行うには㈨㔠のቨがあり、大きな課題。 
・⌧在はᐤ௜・ຓᡂ㔠でやりくりしていࡲす。 
・運Ⴀ㈝は特にᚲせとしていないが、大ᆺ冷凍庫・冷ⶶ庫がḧしい。 
・ே௳㈝をᡶうだけの㈨㔠がない。 
・⌧在ᖺ間 1��� ୓෇⛬ᗘの事業㈝だが 2��� ୓෇⛬ᗘあれࡤᏳ定ⓗな活動が行える。 
・食品については、ᕷẸからᐤ௜で㉎入。それ௨እの⥔ᣢ㈝などは⌧ẁ㝵では特に᥃かっていない。 

ձ㈹࿡期㝈の管理が負担 ղཷ取数と利用数があわない ճ管理するேᮦの୙㊊ մその௚ 
 

 
 
㸨在庫管理では、� ๭௨上が㈹࿡期㝈の管理について課題を感じている。 

0%

20%

40%

60%

㈹࿡期㝈 ཷ取数 ேᮦ୙㊊ その௚

44%

9%

30%

17%
【その௚】 
・あࡲりにも期㝈が▷すࡂるものがあ

り、ࡵࡏて㸰㐌間࡯どのవ⿱がḧし

い。3 日⛬しかないものもある。 
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【質問 2-ᵔ】 貴団体の課題を教えてください。 

（ᾅ）ᄩᛐểإԓ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【質問 2-ᾆ】 Ẹの˂  

 
その௚課題について、ᅇ⟅はありࡏࡲんでした。 

 
 
 
 

【質問 2-ᵖ】 ɥᚡのạẼẆểくにɟဪ課題ể࣬ạのỊỄủでẴẦ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ձ利用団体の౑用用㏵の確認 ղ食品提供事業者࡬の報告 
 

 
 
㸨᭱⤊利用団体のࠕ౑用用㏵ࠖを確認することに課題を感じているのは � ๭。食品提供事業者࡬の⤖果報
告をすることに負担を感じているのも � ๭を㉸える。 

0%

20%

40%

60%

利用団体の౑用用㏵ 事業者࡬報告

52% 48%

【その௚】 
・ᑗ᮶ 132 法ே໬を目ᣦしている 
・食ᮦが集ࡲらない 
・食品㛵連事業者࡬のཷ㡿書等、ồࡵ

られるものがࡕࡲࡕࡲであるたࡵ、
書㢮作ᡂが↹わしい。 

・後⥅者の⫱ᡂ 
・行ᨻとの༠力㛵ಀは、ᚲせ。 
・お♩状の作ᡂ 
・ᆅᇦ間の差分をᇙࡵるたࡵの┴やᆅ

方をࡲたいだフードࣂンク団体間の
食品の⼥通 

 

 
 
 

㸨上グの୰で୍␒の課題と感じているのはࠕ㈨㔠面ࠖであり、� ๭を㉸えている。 

0%

20%

40%

60%

15% 11% 11%

58%

5%
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【質問 ᵑ】 ἧὊἛἢὅἁͨẦỤᙸẺ੩̓έ団体ͨのᙲஓểẲてʻộでに᪬いẺ

ॖᙸሁầẝủị教えてɦさい。 

（１）食品の̬܍ཞ態についてのᙲஓ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ᾁ）食品のᆔ᫏についてのᙲஓ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ձ常 品 ղ冷ⶶ品 ճ冷凍品 մ青果 յその௚ 
 

 
 
㸨提供ඛからは常 、冷ⶶ、冷凍、青果などのᙧែにかかわらず全⯡ⓗに常に 2 ๭௨上のせ望がある。 
 。からの意見・せ望は多いࢬーࢽ
 

0%

20%

40%

60%

常 品 冷ⶶ品 冷凍品 青果 その௚

29%

17% 21% 25%

8% 【その௚】 
・⢭⡿の品㉁管理 

ձ生㩭食品  
ղຍᕤ食品  
ճその௚ල体ⓗな品名 
 

 
 
㸨生㩭食品のせ望が㧗い。 

0%

20%

40%

60%

生㩭食品 ຍᕤ食品 その௚

50%

3ᵔ%

14%

【その௚】 
・すぐ食࡭られるࣞトルトⓗなも

の 
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（ᾂ）配送૾ඥについてのᙲஓ 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ᾃ）Ӗ取るẮểのでẨる食品の᣽についてのᙲஓ 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ձ提供ඛによる引取りが多い  
ղ㓄㏦が多い   
ճその௚㓄㏦についてのせ望 
 

 
 
㸨㓄㏦方法は、提供ඛが引取りにくることが多い。 

0%

20%

40%

60%

引取りが多い 㓄㏦が多い その௚意見せ望

58%

25%
17%

【その௚】 
・引取りに᮶られないே࡬の㓄㐩が

ᅔ㞴 

ձᒆける量がẚ㍑ⓗ୙㊊している 
ղ保存状ែについて 
ճその௚ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その௚ 

 
 
㸨ᒆける量୙㊊についての意見が多い。 
 

0%

20%

40%

60%

量の୙㊊ 保存状ែ その௚

50%

21%
29%

【その௚】 
・小さい団体なのであࡲり多い量

は㏫にཷ取れない 
・Ꮨ⠇によって㓄㏦୰に⡿等にᐖ

⹸が௜くことがある 
・冷ⶶ品に対するせ望が多い 
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【質問 ᵒ】 貴団体でẴでに̅ỪủているἉἋἘἲについて教えてɦさい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【質問 ᵓ-ṞṟṠ】 ˌɦのཎࣉをਤっẺἉἋἘἲを᧏ႆɶでẴ。貴団体のಅѦ

にݣẲてのᚸ̖を教えてɦさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ձ在庫管理業務 
ղฟ庫管理業務 
ճ利用団体࡬の࣐ッࢳング 
մその௚ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
մその௚ 
 

 
 
㸨在庫管理、ฟ庫管理システムはすでに多くで౑われているが、࣐ッࢳングシステムはࡲだᑟ入が㐍んで

いない。

0%

20%

40%

60%
37% 33%

17%
13%

【その௚】 
・ఫᡤ・利用者の生活状況の管理

ཬࡧ、Ꮿ㓄業者の㓄㏦システム
 の⣣௜けシステム࡬

・ཷ㡿品の㔜量 
・パࢥࢯンのエクセルなどで管理

しているのみ 

ձ食品㛵連事業者、利用団体が఍ဨ登録し、システム上で食品᝟報・利用ඛを確認できるシステム 
ղ食品㛵連事業者ࡲたは㈗団体が、提供食品᝟報をࢹーࢱ入力できる 
ճ利用団体が提供食品の᝟報を閲覧し、希望数を入力できる 
 

 
 
㸨఍ဨ登録をしてシステム上で食品᝟報・利用ඛを確認できること。同୍のシステム上で食品㛵連業者

が提供食品᝟報を入力して、それを利用団体が閲覧し、希望数を入力できること࡬の期待がある。 

0%

20%

40%

1 2 3 4 5
ձ 5% 14% 29% 14% 38%
ղ 5% 19% 5% 29% 42%
ճ 5% 19% 19% 19% 38%

ձ఍ဨ登録、提供᝟報や利

用᝟報の登録 

ղ提供食品詳細᝟報の入力 

ճ希望数の入力 

ᝏい  ł  ホ౯ᗘ  ń  良い 
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【質問 ᵓ-ṡṢṣ】 ˌɦのཎࣉをਤっẺἉἋἘἲを᧏ႆɶでẴ。貴団体のಅѦ

にݣẲてのᚸ̖を教えてɦさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【質問 ᵔ】 ἧὊἛἢὅἁ෇ѣをᘍạにẝẺりẆἉἋἘἲɥẆ࣏ᙲでẝるể࣬ạẮể

を教えてɦさい（ᐯဌᚡλ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

մ数量の確定機能のᚲせ性【$ パࢱーン】㸻希望数を入力した際にඛ╔㡰で確定。 
յ数量の確定機能のᚲせ性【% パࢱーン】㸻システム管理者が数量を確定する機能。 
ն引Ώし当日に引取った数量を各利用団体が報告。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
㸨࣐ッࢳングの確定機能については、ඛ╔㡰に希望数を確定さࡏる機能も、システム管理者が数量を確定
する機能のどࡕらも㔜せᗘが㧗い。利用団体が引取った数量を入力する機能も㔜せᗘが㧗い。 

0%

20%

40%

1 2 3 4 5
մ 10% 19% 37% 5% 29%
յ 5% 10% 29% 24% 32%
ն 0% 10% 24% 29% 37%

մඛ╔㡰で確定 

յ管理者が数量を確定 

ն数量報告 

୙せ  ł  ホ౯ᗘ  ń  ᚲせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸨௚に、࣓ール機能の௜୚、利用者個ேの᝟報入力、⡆␎なフォー࣐ットが期待される。ࡲた、フードࣂン

ク活動団体において、システム利用㈝の負担はཝしく、᪂システムのᑟ入のቨとなっている。 

・食品の在庫量・㈹࿡期㝈・ཷけ入れ数量・提供数量を⥲合ⓗに管理するシステム。 
・トࣞࣅࢧリテ࢕ーシステムの⡆⣲໬。 
・௒は࣓ールでのやりとりですが、フォー࣐ットにグ入して௻業に㓄ಙできるようなシステムが᭷れࡤス

ムーࢬに行くようにᛮいࡲす。 
・ၟ品名など多数の時に㠀常に手間がかかる。 
・通㈍ࢧイトみたいな感じのフォー࣐ットがあれࡤよいとᛮいࡲす。 
・ボランテ࢔࢕だけでは活動に㝈ᗘがありࡲす。⌧在 1 ᅇの集荷・㓄㏦には 1 ᅇ 1,000 ෇をᨭᡶい、⥔ᣢ

していࡲす。理事さんは↓ൾでാいて㡬いていࡲす。 
・利用ୡᖏの生活状況のᢕᥱ在庫管理、㈹࿡期㝈管理。 
・利用団体の⛎༏性や食品リストが௚にわからないようにすること（シ࢙ルࢱー等）。 
・食品㛵連事業者とフードࣂンク団体がシステム上だけの࣐ッࢳングになってしࡲうことは、༢なる≀

（食品）のやり取りだけになりかࡡない。ᮏ᮶、団体の理ᛕや活動ᙧែなどを食品事業者ഃに༑分に理

ゎしてもらい஫いにಙ㢗㛵ಀを⠏いたのࡕに食品のやり取り、ࡲたは活動㈨㔠提供ࡆ⧄࡬ていくのがᣢ

⥆可能なフードࣂンクのあり方だと⪃えるので、࣐ッࢳングࢧイト㢗りになってしࡲうと個ูに௻業࡬

対して自団体の特性や活動理ᛕをఏえにくく、そのඛにある௻業との業務提ᦠや活動㈨㔠提供にᙳ㡪が

ཬࡲ。ࡪた、࣐ッࢳングࢧイトをᵓ⠏することは௻業に対して食品ロスの๐ῶではなく、フードࣂンク

を㒔合の良い࣑ࢦ⟽としてᗫᲠࢥストの๐ῶとཷけṆࡵられる可能性があるので、それを㜵ぐఱらかの

対応がシステム上でᚲせであるとᛮう。 
・システムの⡆␎໬。 
・նについて、利用団体が報告ではなく、提供団体が提供食品の明細をฟした方がよいとᛮう。 
・入荷とฟ荷の管理。 
・⤒㈝負担なしでの提供を希望しࡲす。システム運Ⴀのே௳㈝がかかるので ᑟ入したくない。 
・ある⛬ᗘ対㇟となるฟしඛを⢭ᰝし、ࡤࠕらࡲきࠖにならないようにする。 
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【質問 ᵕ】 ἧὊἛἢὅἁのἰἕἓὅἂἉἋἘἲをẆ貴団体ầܱᨥにݰλẴる 

ᨥỊẆ᣻ᙲᙻẴるؕแを教えてɦさい。 
ձランࢽングࢥストを㔜せどする 

 
 

 

ղ業務負担の๐ῶを㔜せどする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ճ取ᢅい食品のቑຍを㔜せどする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸨᪂システムᑟ入にあたっては、ランࢽングࢥスト、ࢥストパフォー࣐ンス、取ᢅ食品のቑຍなど多ᵝな効果

が見㎸ࡲれることが前提となる。 

 

0%

20%

40%
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0% 0%

43%

10%

47%

0%

20%

40%

60%

1 2 3 4 5

0% 4%

48%

0%

48%

᭷ᩱの場合、ᑟ入᳨ウ希望はࢮロ 

63
%

0%

37
%

A㸸↓ᩱの場合は利用を᳨ウ
B㸸᭷ᩱの場合
↓ᅇ⟅

ప  ł   ᳨ウの際の㔜せᗘ  ń  㧗 

【グ㏙ḍ】・・・㸰๭࡯ど㍍ῶできたら

㸭ࣂーࢥードでパࢥࢯン管理できたらい

い㸭パࢥࢯンのできないスࢱッフが多い

たࡵ⤖ᒁ事務量はあࡲり変わらないので

はとᚰ㓄㸭⌧在入ฟ庫は手書きで௳数と

࢟ログラムでグ入している㸭提供団体か

らは࣓ールで↷఍が᮶て、希望数を入力

しཷけ取っている。入力作業などが負担

㸰㹼㸱๭⛬ᗘの๐ῶを希望㸭フードࣂン

クを࣓インにして事業を行なわずᅔ❓の

ーᨭ᥼として事業を行っているのࣗࢽ࣓

で、どのくらいの業務がシステムで負担

ῶになるかは分からない。 

業務負担がどの⛬ᗘ๐ῶできると良いですか 

0%

20%

40%

60%

1 2 3 4 5

5%
0%

52%

19%
24%

୙せ  ł   ᳨ウの際の㔜せᗘ  ń  ᚲせ 

【グ㏙ḍ】・・・ 
・全く㊊りていない。 
・ቑຍすれࡤする⛬希望者が多くなりࡲす。
⡿や࣑ルク、࣋ࣅーフードなどがᅽಽⓗに
୙㊊している。 
・同ᵝな食品がቑຍするより、⡿等、୺食と
なるものが利用団体に見合った⛬ᗘቑຍす
ると㈋ᅔᐙᗞがຓかる。 
・✀㢮が少ないので✀㢮がቑえることと、希
望する食品を㑅࡭ると良い。 
・⡿、࢔ルフ࢓⡿、ࣞ トルト食品、⨁ワ等の
取ᢅ量が⌧在のಸ⛬ᗘを希望 
・┦ㄯ者࡬の提供ഃとしては常に୍定に食

品がある状ែが望ࡲしいが、ᐤ௜などに㢗

っているたࡵ、食品のቑῶが⃭しい状況。 

取ᢅい食品がどの⛬ᗘቑຍすると良いですか 

ప  ł   ᳨ウの際の㔜せᗘ  ń  㧗 
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մその௚のホ౯ᇶ準 

 

 
 

・わかりやすく、だれでもできる。 
・↓ᩱ。 
・名だけや活動実⦼のないフードࣂンク団体が利用できない௙⤌み。 
・௚のフードࣂンク団体がシステム利用にకう事ᨾやトラࣈルが発生した場合（౛㸸௻業とのಙ㢗㛵ಀを 

ኻうような事౛）に、自団体にそのᙳ㡪が全くཬࡤない௙⤌み。 
・特にフードドライࣈを行っている団体とはΰじり合うのは㑊けたい。౽利なシステムを㛤発されること 

を♳ᛕしていࡲす。全ての自἞体にフードࣂンク団体がᚲせです。 
・᭱⤊ⓗに全てのスーパーや食品఍♫にフードࣂンクにᐤ௜する法ᚊができると良い。 
・⚾どもの場合、㔜量≀の運ᦙが᭱大の負担となっている。 
・システムのᚲせを感じない。 
・引取り団体とのㄪᩚᙺをフードࣂンクが担うには事務負担が多すࡂる。 
・఍ဨ登録数パート⫋ဨやボランテ࢔࢕でも操作可能なやさしいものをお㢪いしࡲす。 
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 㸦⏕༠∧㸧ࢺーࢣン࢔ ࣒ࢸࢫࢩᨭ᥼ࢢンࢳࢵバンクάື࣐ࢻーࣇ

⤖果報告 
 
 

【目ⓗ】フードࣂンク活動に༠力・ᨭ᥼、ࡲた実際に運Ⴀしている全ᅜの生༠の状況と課題をఛう。生活༠同
⤌合ならではの♫఍ⓗ意⩏やᙺ๭だけでなく、実際の取⤌みや運Ⴀで改善できる㡯目等から、୰間ᨭ᥼ⓗᙺ๭
として᭷効性のあるフードࣂンク活動࣐ッࢳングᨭ᥼システムᵓ⠏をࡊࡵし࢔ンࢣートを実施。 
 
【実施期間】2�2� ᖺ 11 月 1� 日㹼12 月 �1 日 
【実施方法】:HE での࢔ンࢣート 
【୺ദ団体】特定㠀Ⴀ利活動法ேセ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝ 
【対㇟者・㓄௜】日ᮏ生活༠同⤌合連合఍を通じて全ᅜ生༠࡬᱌ෆを実施 
【ᅇ཰ᯛ数】全 �� ௳ 
【㉁ၥ事㡯ᴫせ】 
  ᮏ࢔ンࢣートの㉁ၥ事㡯は௨ୗの通り 

㸯㸬生༠として取り⤌んでいるࠕくらし課題（୺にᅔ❓ᨭ᥼）ࠖ の取⤌ෆᐜ 
㸰㸬ࠕくらし課題（୺にᅔ❓ᨭ᥼）ࠖ を取り⤌んだことによる状況の変໬ 
㸱㸬提供している食品のᙧែおよࡧその量 
㸲㸬提供にあたり、利用団体（こども食堂等）からのせ望のᢕᥱの௙方と、対応ෆᐜ 
㸳㸬食品提供にあたっての課題。 
㸴㸬利用団体とのㄋ⣙書の᭷↓。ዎ⣙ෆᐜ 
㸵㸬フードࣂンク活動を運Ⴀ・᳨ウする場合の課題 
㸶㸬すでに౑われているシステム 
㸷㸬᪂しい࣐ッࢳングシステムを活用する場合のホ౯ 

・食品提供者の登録 
・利用団体の登録 
・提供食品᝟報の登録�保管場ᡤ、引Ώ᮲௳、ࣞ࢔ルࢤン表♧、㈹࿡期㝈など� 
・食品提供᝟報の閲覧と希望数の入力 
・引取り⤖果報告の┤᥋入力と、活用状況のᢕᥱ 
・᪂しい࣐ッࢳングシステムを利用したいとᛮう場合の、ホ౯ᇶ準 

 
【ᅇ⟅団体名】 
  㒔㐨ᗓ┴ 団体名    㒔㐨ᗓ┴ 団体名 

1 ໭ᾏ㐨 生活༠同⤌合ࢥープさっ21  ࢁࡱ 大㜰ᗓ 大㜰よどがわᕷẸ生活༠同⤌合 

2 ᒾ手┴ ᒾ手┴生活༠同⤌合連合఍  22 大㜰ᗓ 大㜰いずみᕷẸ生活༠同⤌合 

� ᐑᇛ┴ みやࡂ生༠  2� 大㜰ᗓ 生活༠同⤌合おおさかパルࢥープ 

� ᐑᇛ┴ みやࡂ生活༠同⤌合  2� ර庫┴ 生活༠同⤌合ࢥープこう࡭ 

� ᐩᒣ┴ 生活༠同⤌合 &2・23 とや2  ࡲ� ᗈᓥ┴ 生༠ࢁࡦしࡲ 

� ⩌㤿┴ 生活༠同⤌合ࢥープぐん2  ࡲ� 㫽取┴ 㫽取┴生༠ 

� ᰣᮌ┴ とࢥࡂࡕープ生活༠同⤌合  2� ᒣཱྀ┴ 生活༠同⤌合ࢥープやࡲぐࡕ 

� ᇸ⋢┴ 生活༠同⤌合パルシステムᇸ⋢  2� ᚨᓥ┴ とくしࡲ 

� ༓ⴥ┴ 生活クラࣈ生活༠同⤌合  2� 㧗▱┴ こうࡕ生༠ 

1� ᮾி㒔 ᮾ㒔生活༠同⤌合  �� ឡ፾┴ ࢥープえࡵࡦ 

11 ᮾி㒔 生活クラࣈ生活༠同⤌合  �1 ⚟ᒸ┴ エフࢥープ 

12 ᮾி㒔 ࢥープࢹリ連合఍  �2 ⚟ᒸ┴ エフࢥープ生活༠同⤌合 

1� ᮾி㒔 生活༠同⤌合パルシステムᮾி  �� 大分┴ 生活༠同⤌合ࢥープおおいた 

1� ᮾி㒔 生活༠同⤌合ࢥープみらい  �� 大分┴ 生活༠同⤌合ࢥープおおいた 

1� ⚄ዉᕝ┴ 生活༠同⤌合パルシステム⚄ዉᕝ  �� 大分┴ グリーンࢥープ生༠おおいた 

1� 㟼ᒸ┴ 生活༠同⤌合パルシステム㟼ᒸ  �� ⇃ᮏ┴ 生活༠同⤌合くࡲもと 

1� ᪂₲┴ 生活༠同⤌合ࢥープにいがた  �� 㛗ᓮ┴ グリーンࢥープ生༠（㛗ᓮ） 

1� ᐩᒣ┴ 生活༠同⤌合㹁㹍・㹍㹎とやࡲ  �� 㛗ᓮ┴ 生活༠同⤌合ララࢥープ 

1� ዉ良┴ ᕷẸ生活༠同⤌合ならࢥープ  �� Ἀ⦖┴ ࢥープおきなわ 

2� ி㒔ᗓ ி㒔生活༠同⤌合     
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【質問１】 貴ဃңầ取りኵộủているẐくỤẲ課題（ɼに׉ᇀૅੲ）ẑに᧙Ẵる 
取ኵỚについて教えてɦさい。（ᙐૠׅሉ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【質問 2】 ẐくỤẲ課題（ɼに׉ᇀૅੲ）ẑでφ体ႎにẝてỊộるờのにἓỹἕἁを
つẬてください。（ᙐૠׅሉ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ձࠕこども食堂  ᆅᇦ食堂ࠖなどを運Ⴀしているࠕࠖ
ղࠕこども食堂  ᆅᇦ食堂ࠖなどを運Ⴀしている団体をᨭ᥼しているࠕࠖ
ճዡᏛ㔠・生活㈨㔠の㈚௜等、㈨㔠面でのᨭ᥼をしている 
մ⾰㢮・㞧㈌等、≀品面でのᨭ᥼をしている 
յその௚ 
 
 
 

 
 
 

㸨生༠はᆅᇦのࠕこども食堂  。ースが多いࢣᆅᇦ食堂ࠖ等実運Ⴀよりも運Ⴀ団体をᨭ᥼しているࠕࠖ

 

0%

20%

40%

60%

ձ ղ ճ մ յ

8%

49%

7%
14%

22%

【その௚】 
୍⯡♫団法ே ⚟ᒸ┴フードࣂンク༠

㆟఍の運Ⴀを通じたフードࣂンク団体

のᨭ᥼㸭ᑵ業ᨭ᥼を運Ⴀしている団体

をᨭ᥼㸭事業連合としてࢥープフード

ンク༠ࣂンクを運Ⴀ㸭⚟ᒸ┴フードࣂ

㆟఍を┴とඹに立ࡕ上ࡆ、場ᡤの提供

（ᨭᡤෆ）とスࢱッフをὴ㐵㸭食ᮦを

ᐤ௜㸭フードドライࣈを実施㸭ᗑ㢌・

⤌合ဨ施タでのフードドライࣈ活動、

くらし課題のᏛࡧとඹ᭷・発ಙ㸭ไ᭹

リࢧイクル活動のᨭ᥼（ᗑ⯒にᅇ཰

⟽）㸭⤌合ဨさんから提供された食品

のフードࣂンク࡬のᐤ㉗(常 品に㝈

る)㸭㓄㐩時のフードドライࣈを実施

㸭フードࣂンク活動団体࡬のᨭ᥼（食

品ᐤ㉗、フードドライࣈ） 

ձ食品提供 ղ಴庫やㄪ理スペースなど場ᡤの提供 ճボランテ࢔࢕ὴ㐵 մ㈨㔠提供 յその௚ 

 

 
 

㸨ᨭ᥼ᙧែは食品提供が୍␒多いが、಴庫やㄪ理スペースなどの場ᡤや㈨㔠の提供も๭合を༨ࡵている。 
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ձ ղ ճ մ յ

45%

21%

ᵔ%

22%

ᵔ%

【その௚】 

ᐑᇛ┴・௝ྎᕷでのࢿットワークᵓ

⠏を 132 と༠同で取り⤌み୰㸭ၟ品

᳨ᰝセンࢱーの༠力をᚓて食品⾨生

に㛵するၨ発動画を作ᡂし㓄ಙした

り、こども食堂で⢾ᗘ実験を行った

り、みそ࡙くりᩍᐊ㛤ദなど、食⫱

活動࡬も༠力している。㸭食ᮦ提供

場ᡤの㈚しฟし㸭食品提供は取引ඛ

にも༠力を౫㢗し、生༠のᗑ⯒など

事業ᡤをཷけΏし場ᡤとして提供。 
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【質問 ᵑ】 貴ဃңầẐくỤẲ課題（ɼに׉ᇀૅੲ）ẑの課題を取ኵộủẺẮểに 
ợるཞඞの҄٭ễỄẝりộẲẺỤ教えてください。（ᐯဌᚡᡓ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸨㉁ၥ �㹼㉁ၥ � はこども食堂等を運Ⴀཬࡧ௚団体ࠕ࡬食品提供ࠖを実施されている生༠にᅇ⟅㡬きࡲした。 
【質問 ᵒ】 貴ဃңầ੩̓さủている食品の形態を教えてください。（ᙐૠׅሉ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸨生༠のࢿットワークを通じて、行ᨻや♫༠とのつながりがቑえ、フードࣂンク団体やこども食堂運Ⴀ団

体等とのつながりがࢁࡦがりをみࡏている。 

⚟ᒸ┴フードࣂンク༠㆟఍が௻業の❆ཱྀとなり௻業㛤ᣅと食品ᐤ㉗を担い、フードࣂンク団体は利用

者࡬のフォローに、もっと力を入れられる㛵ಀとなった㸭ᨭ᥼を通じたᗈ報により、⤌合ဨよりお手

ఏい希望のၥい合わࡏが」数あった㸭⤌合ဨ、ᙺ⫋ဨの生活ᅔ❓ᨭ᥼のᚲせ性に対する理ゎが῝ࡲっ

た㸭ᐙ計┦ㄯ㈚௜事業㛤ጞにྥけた⤌合ဨ合意࡙くりの୰で、⤌合ဨどうしでのࠕ生༠とはఱかࠖの

㆟ㄽがすすࡵられこと㸭行ᨻからの事業ཷクなど行ᨻや㛵連団体との連ᦠがᙉࡲった㸭（௒᫓のフー

ドパントリー㛤ദで）こども食堂運Ⴀ者の㢦が見えるようになり、リ࢔クシࣙンも感じられるように

なった㸭ᆅᇦのࢿットワークがᗈがった㸭行ᨻや♫఍⚟♴༠㆟఍とのつながりが῝くなった㸭団体と

のつながりができ、生༠の⤌合ဨᣑ大に⤖ࡧついた㸭こども食堂等と༠同の取り⤌みから、行ᨻのᨭ

᥼⟇との連ᦠやࢿットワークのᵓ⠏࡬と㐍んでいる㸭ᆅᇦ♫఍࡬のࢥープのཧຍのᙉࡲり。自἞体㤳

㛗ゼၥでのᆅᇦ課題や取り⤌みのඹ᭷。ዡᏛ㔠ไᗘによるᏛᰯᩍ⫱࡬の認▱ᗘと⤌合ဨ࡬のᅔ❓ᨭ᥼

ࢥンク団体を通じて管理期㝈ษれၟ品や㏉品ၟ品を提供ᨭ᥼した㸭᪂ᆺࣂり㸭フードࡲ῝の理ゎの࡬

ロࢼウイルスのᙳ㡪により௒すぐに食品がᚲせになった生活ᅔ❓者の方に食品提供を行った㸭（生༠

ᗑ⯒に）フードࣂンクボックスを常タした㸭フードドライࣈの活動を通じ、食品ロス๐ῶというテー

࣐のၨ発活動につながった㸭生༠に対する㛵ಀ㒊ᒁの理ゎのᗈがり㸭フードࣂンク࡬の食品ᐤ㉗は⤌

合ဨさんに認▱されて、ᖺ々ቑຍ㸭利用団体とのつながりができ、よりリ࢔ルな活動状況をᢕᥱしや

すくなったたࡵ、より利用団体にᐤりῧったᨭ᥼を⪃えることができるようになった㸭ࠕ生活クラࣈ

エッࢥロこどもᇶ㔠ࠖを๰タし、㒔ෆでこどもやᏊ⫱てᐙᗞのᨭ᥼をక㉮ᆺで行う団体の活動や事業

を対㇟にຓᡂを㛤ጞ㸭ᆅᇦᣐⅬ・≀流ᣐⅬとして食品の運ᦙ・㈓ⶶ・࣐ッࢳングを担って࡯しいとの

期待が、㹌㹎㹍団体やこども食堂運Ⴀ団体からᐤࡏられている㸭ࠕ生活ᅔ❓者等に対する食⣊ᨭ᥼に

㛵する༠定書ࠖを୍⯡♫団法ே、Ỉಛᕷ♫༠、生༠くࡲもとの㸱者で⥾⤖を行いࡲした㸭㈋ᅔをはじ

食品ࠕ、を㛤ദする意⩏がࣈとするこどものၥ題を⪃える機఍がቑえたこと。ᖯ⤌合でフードドライࡵ

ロスの๐ῶࠖだけでなくそのඛのࠕᅔっているこどもࠖにᒆけられる、活用されること࡬の理ゎがᗈ

がった 

ձ常 品、ղ冷ⶶ品、ճ冷凍品、մ青果 

 

 
 
㸨生༠の取ᢅいၟ品は、常 品についで青果が多い。 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

常 品 冷ⶶ品 冷凍品 青果

100%

43%
33%

ᵔ0%

【その௚】 

パルシステムのㄪ࿡ᩱ㸭生活㞧㈌㸭

ྎ㢼や大㞵⅏ᐖで㓄㐩できなくな

り、ᗫ品ᢅいとなったඹ同㉎入ၟ品

㸭おࡴつ、Ὑ๣㸭トイࣞットペーパ

ーやテ࢕ッシࣗ、Ὑ๣などのᐙᗞ用

品全⯡㸭生活㞧㈌品㸭常 品にྵみ

ᩥ�つ㸭㞧㈌㸭㞧㈌ࡴすが⡿。紙おࡲ

ᡣල、日用品など�㸭࢟ッࢳンᾘ⪖品

や生活㞧㈌㸭なし㸭青果に㛵して

は、取引ඛに༠力を౫㢗し、生༠の

ᗑ⯒など事業ᡤをཷけΏし場ᡤとし

て提供 
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【質問 ᵓ】 貴ဃңで取扱ạ食品੩̓のấấợẸの᣽を教えてください。 
（ᐯဌᚡᡓ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸨食品の取ᢅ量は多いとこࢁでᖺ間 �� トンを㉸える。 

・ ⚟ᒸ┴フードࣂンク༠㆟఍を通じて┴ෆ � 団体࡬ 1�� トン（2�2� ᖺᗘ上期） 

・ 青果提供は、月 1��㹼12� ਻、ㄪ࿡ᩱはᖺ間 2 ୓෇ࡲで 

・ ᖺ間 2�  ㌴⛬ᗘࢦ࢝

・ ᖺ間 2�㹲⛬ᗘ 

・ 㔠㢠᥮⟬でᖺ間 ����� ୓෇┦当 

・ 2�1� ᖺᗘࢥープフードࣂンク࡬のみやࡂ生༠からの提供量㸸�2�� トン 

・ フードドライࣈをẖ月実施し、フードࣂンク � 団体に༠力していࡲす。フードドライࣈ㸻2�1�

ᖺᗘ実⦼ 1��2���NJ 

・ 月ᖹᆒ ��� トン�2�1� ᖺᗘ実⦼� 

・ ᖺ間 �� トン（2�1� ᖺᗘ実⦼） 

・ 2�1� ᖺᗘはお⡿ ��1��NJ、青果 ����2�NJ、フードドライࣈ 11��22NJ 

・ ᖺ間 �� ⟽⛬ᗘ 

・ ⡿ �1��NJ ㎰⏘≀ ����2�NJ 紙おࡴつ ���1� パック。その௚、ᗑ⯒・⤌合ဨ施タࡈとに対応 

・ ��� ࢟ロ 

・ 㔜量はᢕᥱできていࡏࡲんが、2�1� ᖺᗘは㔠㢠にしてᖺ間 �1� ୓෇࡯ど 

・ 2�2� ᖺᗘ㸸1���� ਻ 

・ 2�1� ᖺᗘ実⦼ ������ 品（1��2� トン） 

・ ⣙ ��2��NJ 

・ 月間 �� ࢟ロ⛬ᗘ、フードドライࣈ時 2�2� ᖺᗘは 1���� ਻ 

・ 月に 1�� ே分（1  （㌴ࢦ࢝

・ 2�1� ᖺᗘは ���1� Ⅼ・2�1��NJ 

・ 1 団体�1� ୓෇分のၟ品�供⤥౯᱁��2� 団体、⣙ 1���NJ をフードࣂンク � 団体に提供、⮫時ᨭ

᥼として 1団体 �� ୓෇分のၟ品をフードࣂンク � 団体に提供。 

・ 2�1� ᖺᗘ実⦼ 1��2��NJ（������ 品） 

・ 2�1� ᖺᗘ実⦼ ���㹩㹥 2�2� ᖺᗘ � 月㹼11 月実⦼ ���㹩㹥 

・ ྎ㢼時の入荷㐜れによるḞ品ၟ品の提供 ⣙ ������ 個。 ࢥロࢼによる⮫時ఇᰯ時と、シング

ル࣐ࢨーᨭ᥼の常 ၟ品提供⣙ ����� 個 

・ ᖺ間 1���� Ⅼ⛬ᗘ 

・ 生༠より 常 品およࡧ日᭙㞧感品などもྵࡵ 1�� ਻⛬ᗘ（月あたり）・取引ඛより ⡿ 1�� ਻

⛬ᗘ（月あたり） 

・ 野菜 1�� ਻⛬ᗘ（月あたり） 

・ ᖺ間で �����NJ ⛬ᗘ㸭ᖺ間 1��� ਻を見㎸2�2）ࡴ� ᖺᗘ） 
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【質問 ᵔ】 食品੩̓にẝẺりẆМဇ団体（ẮỄờ食ؘὉע؏食ؘሁ）のᙲஓを 
Ễのợạに৭੮ẲẆỄのᆉࣖݣࡇẲていộẴẦ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【質問 ᵕ】 貴ဃңầ食品੩̓をܱ଀ẴるにẝẺりẆ課題ầẝủị教えてくだ 
さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ձ事前に希望は⪺いていない。వ๫品がฟたẁ㝵で団体に᱌ෆする。 
ղ事前に希望を⪺いているが、希望の⠊ᅖでない食品でも、団体に 

᱌ෆする。 
ճ希望を⪺き、希望の食品を提供している。 
 
 

 
 
 

㸨食品提供は利用団体のせ望を⪺くよりも、వ๫品がฟてから利用団体に᱌ෆするࢣースがಸである。 

0%

20%

40%

60%

80%

ձ ղ ճ

54%

23% 23%

【その௚】フードࣂンク � 団体に༠力し

て、フードドライࣈをẖ月実施していࡲ

す。㸭こども食堂運Ⴀ者には┤᥋⪺いて

はおらず、ᨭ᥼団体とやりとりしていࡲ

す㸭≀流センࢱーに取りに᮶ていただ

き、ᚲせなものをᣢってᖐってもらって

いる㸭上グ㸱つ、さࡲࡊࡲなパࢱーン事

౛を⤒て提供を実⌧していࡲす㸭希望は

⪺いていࡏࡲん。集品センࢱーで発生す

るవ๫品をẖ㐌提供していࡲす㸭フード

利用団体からの、ࡵの提供のた࡬ンクࣂ

せ望を⪺いているわけではない㸭㭜༸は

事前にᚲせ数を⪺き取っている㸭各こど

も食堂のせ望を⪺き、取引ඛにも༠力を

౫㢗し、 可能な⠊ᅖで対応いただいて

いࡲす 

ձ 利用団体࡬の連⤡・希望数のㄪᩚなど食品の࣐ッࢳング 
ղ 在庫の管理 
ճ 引Ώしに㛵する負担�Ꮿᛴ౽など㓄㏦㈝用・ேဨなど� 
մ 食品に㛵するトラࣈルのᠱᛕ�㌿኎、食୰ẘ、㈹࿡期間ษれ食品の流通など� 
յ 利用団体からの活用報告 
ն その௚ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
㸨食品提供での課題は࣐ッࢳング、在庫管理、㓄㏦㈝用、リスク管理、報告業務など全⯡にわたる。 

0%

20%

40%

60%

ձ ղ ճ մ յ ն

22%
13%

17% 15%
9%

24%

【その௚】 
フードࣂンク団体を通じているの

で、利用団体とは┤᥋やり取りし

ていない㸭保管場ᡤの確保（ᨭᡤ

で保管しているが、ඹ同㉎入の≀

量がቑえてᨭᡤにవ⿱がなくなっ

てきている）㸭ᗑ⯒からࡲだ食品

としてはᡂ立するᗫᲠ品の提供は

できていない㸭┴ෆ食品提供の࢔

ンࣂランス㸭⤌合ဨ࡬のᗈ報㸭ࡈ

ᐙᗞのみならず、௻業やᕤ場から

も集ࡵられるࢿットワーク࡙くり

㸭前ᖺᗘ⏘⡿の提供があるが常 

で保存していた場合は⹸が‪いて

いることがある 
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【質問 ᵖ】 食品੩̓にẝẺりẆМဇ団体ể食品੩̓に᧙Ẵるᛒኖ୿ễỄを୿᩿
にて取りʩỪẲていộẴẦᾎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
【質問 ᵗ】 Мဇ団体ể食品੩̓に᧙Ẵるᛒኖ୿ễỄを取りʩỪẴئӳẆܱ଀ 
ẲているẮểầẝりộẴẦᾎ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

ձ 取り஺わしている 
ղ 取り஺わしていない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

0%

20%

40%

60%

80%

取り஺わしている 取り஺わしていない

ᵔ7%

33%

ձ ⌧ᆅㄪᰝ 
ղ 面ㄯ 
ճ 食品の利用状況など報告⩏務 
մ 実施していない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
㸨ㄋ⣙書などを取り஺わす際、⌧ᆅㄪᰝ、面ㄯ、報告⩏務などを �๭⛬ᗘが実施。 

0%

20%

40% 2ᵔ% 28% 32%

14%
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㸨㉁ၥ 1�㹼㉁ၥ 12 は、フードࣂンク活動を行っている団体ྥけの㉁ၥにᅇ⟅いただきࡲした。 

【質問 1ᵎ】 貴ဃңầἧὊἛἢὅἁ෇ѣをᢃփὉ౨᚛Ẵるئӳの課題を教えて 
ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸨食品提供の課題としては、㓄㏦ேဨの୙㊊、㈨㔠、 
在庫管理の㔜せᗘが㧗い 

�1� 㓄㏦について 

 1 Ꮿᛴ౽௦がかかる 

 2 㓄㏦できるேᮦ 

 � ㈨ᮦの୙㊊ 

 � その௚ 

 

 

8%

38%

8%

4ᵔ%

0%
20%
40%
60%

1 2 3 4

�2� ࣐ッࢳングについて 

 1 引取りඛのㄪᩚに時間がかかる 

 2 ㏉⟅ࡲでの期日が▷い 

 � その௚ 

  

 

 

29%
14%

57%

0%
20%
40%
60%

1 2 3

��� 保管について 

 1 ಴庫ᩱがかかる 

 2 冷ⶶ庫がᚲせ 

 � 冷凍庫がᚲせ 

 � その௚ 

 

 

27%
9%

18%

4ᵔ%

0%
20%
40%
60%

1 2 3 4

��� ㈨㔠について（自⏤ᅇ⟅） 

 

 

 

ṇ఍ဨ఍㈝と㈶ຓ఍㈝。௻業からのᐤ௜
㔠。フードࣂンク団体࡬のຓᡂ事業もおこ
なっている㸭2�1� ᖺᗘỴ⟬㸸࣏ࢧーࢱー㈶
ຓ㔠・ᐤ௜㔠（��� ୓෇）、事業連合ຍ┕生
༠からの分担㔠（1���� ୓෇）㸻合計 2�1��
୓෇㸭⤌合ဨからの応᥼ເ㔠を実施㸭౫㢗
団体がቑえ、ᖹ等なᨭ᥼（㈨㔠）の๭り᣺
りがᅔ㞴になっている㸭生༠の事業とする
か、生༠の⤌合ဨ活動とするか、法ே໬す
るか。ၟ品管理や࣐ッࢳング業務にかかる
ே௳㈝を、運Ⴀ㈨㔠に඘てられたら、各生
༠は㠀常にຓかるとᛮいࡲす 

��� 在庫管理 

 1 ㈹࿡期㝈の管理が負担 

 2 ཷ取数と利用数があわない 

 � 管理するேᮦの୙㊊ 

 � その௚ 

 

 

33%
25% 25%

17%

0%
20%
40%
60%

1 2 3 4

��� 用㏵・報告 

 1 利用団体の౑用用㏵の確認 

 2 食品提供事業者࡬の報告 

ᵔ2%
38%

0%
20%
40%
60%
80%

1 2

��� その௚ 

  ᅇ⟅↓し 

��� 特に୍␒課題とᛮうのはどれですか 

  

27%

9%
0%

27% 37%

0% 0%
0%

20%

40%
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【質問 11】 食品੩̓にẝẺりẆ貴ဃңでẆẴでに̅ỪủているἉἋἘἲầ 
ẝりộẲẺỤ教えてɦさい。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【質問 12】 貴ဃңでૼẲいἉἋἘἲを෇ဇẴるểẲてのᚸ̖を教えてɦさい。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ձ 在庫管理業務 
ղ ฟ庫管理業務 
ճ 利用団体࡬の࣐ッࢳング 
մ その௚ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
㸨既存のシステムを利用している生༠は � 団体ある。࣐ッࢳングシステムはない。 

0%
20%
40%
60%
80%

20% 20%
0%

ᵔ0%

【その௚】 

2�2� ᖺᗘに⚟ᒸ┴の予⟬で㛤発したࠕフードࣂ

ンクᨭ᥼システムࠖのヨ用運㌿୰㸭≀流センࢱ

ーのෆ㒊㈍኎システムを流用していࡲす。 

 
食品提供者として
の登録ができる 

・セ࢟ࣗリテ࢕が保㞀さ
れている・個々の団体と
食品提供に㛵するㄋ⣙書
が୙せとなる。・఍ဨไで
あるたࡵフードࣂンクの
㊃᪨を各団体が理ゎして
いる ・⣙᮰がᏲられる 

 
 
 
 
 
 
 

利用者の᝟報を確認
できる 

・セ࢟ࣗリテ࢕が保㞀され
ている。・఍ဨไであるた
ンクの㊃᪨をࣂフードࡵ
各団体が理ゎしている  
・⣙᮰がᏲられる 

 

提供食品᝟報をࢹー
 入力できるࢱ

・保管場ᡤ、引Ώ᮲௳、࢔
ࣞルࢤン表♧や㈹࿡期間
などグ㍕㡯目がỴࡲって
いるたࡵ確認₃れがな
い。・᝟報発ಙの業務㍍ῶ 

 

提供した食品の利用
ඛ利用団体が提供食
品の᝟報を閲覧し、
希望数を入力できる 

・食品の࣐ッࢳング業務㍍
ῶ 

 

利用団体の活用報告
を閲覧できる 

・食品活用の状況ᢕᥱが可
能となる 

 

 
㸨提供者登録、利用者登録、食品᝟報入力、࣐ッࢳング、活用報告は全⯡ⓗに期待ᗘが㧗い。 

9% 9%
32% 32%

18%

0%
20%
40%
60%

1（పい） 2 3 4 5(㧗い)

14% 14%
33% 29%

10%
0%

20%
40%
60%

1（పい） 2 3 4 5(㧗い)

5% 5%
37% 29% 24%

0%
20%
40%
60%

1（పい） 2 3 4 5(㧗い)

10% 10%
37% 24% 19%

0%
20%
40%
60%

1（పい） 2 3 4 5(㧗い)

10% 10%
29% 32% 19%

0%
20%
40%

1（పい） 2 3 4 5(㧗い)

（పい）   ł   㔜せᗘ   ń   （㧗い） 
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【質問 1ᵑ】 ܱᨥにἰἕἓὅἂἉἋἘἲầᢃဇӧểễっẺئӳẆМဇさủるểẲ
Ẻᨥのᚸ̖ؕแを教えてɦさい。 
 
 

  

ランࢽングࢥスト 

 
㔜せᗘ（పいя㧗い） 

 
 
 
 
 
 
 

 

$㸸↓ᩱであれࡤ利用 

 

%㸸᭷ᩱでも利用する 

 

業務負担の㍍ῶ 
 

㔜せᗘ（పいя㧗い） 

 

取ᢅい食品のቑຍ 
 

㔜せᗘ（పいя㧗い） 

 

その௚ホ౯ᇶ準 㔜せᗘ（పいя㧗い） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【業務負担の㍍ῶについて】 
౑用者の対㇟⠊ᅖで␗なるが 132 団体やᨭ᥼者が利用する場合はシステム利用の࿘▱をしっかりしな
いと大変㸭フードࣂンクの┤᥋ⓗな運用は行わないが、ᨭ᥼する場合に上グの௙⤌みは大変႐ࡤれる
と⪃える。行ᨻとの連ᦠで、活用ができたらよい㸭ス࣐࣍等の➃ᮎで -$1 ードㄞみ取りЍၟ品᝟報ࢥ
表♧Ѝその௚㈹࿡期㝈などのࢹーࢱを入力する（もしくは᧜ᙳする㸽）эࢹーࢱ᏶ᡂ、など、ᡴࡕ㎸
み作業とၟ品管理をスムーࢬにしたい。㸭提供されたၟ品の௙分け業務が༙ῶされるとよい。 

【取ᢅい食品のቑຍについて】 
生㩭もの、冷ⶶ、冷凍ものがあると良いが、保管⎔ቃの課題がある。㸭㈹࿡期㝈が、2 ࣨ月௨上ある
食品をᅇ཰しているた1、ࡵ ࣨ月の食品もᅇ཰できるようになるとよい。㸭ࢣース༢఩でのቑຍはཷ
け入れられるが、個ูၟ品ࡈとの௙分けは≀量がቑえると対応できない。 

【その௚】 
⌧在、フードドライࣈに提供のあった食品は、フードࣂンク団体に全てᅇ཰してもらう௙⤌みで運用
୰。フードࣂンク活動の運Ⴀや、食品の࣐ッࢳングࡲではฟ᮶ていࡏࡲん。㸭ᣢ⥆可能な事業運Ⴀの方
ᘧは、ᆅᇦによって␗なるとᛮいࡲすので、生༠が運Ⴀする 132 法ேやᏊ఍♫の࡯か、生༠が連ᦠ・༠
定⥾⤖等で⤖ࡧついた団体でもᨭ᥼システムが利用可能であって࡯しい。 
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寄　稿
フードバンク活動マッチング支援システムについて

Ⅶ



ʲߘدʳ 
フードࣂンク活動࣐ッࢳングᨭ᥼システムについて 

 

බ┈♫団法ேフードࣂンクかながわ 

事務ᒁ㛗 ⸨⏣ ㄔ 

 

 フードࣂンクかながわの⌧在の取ᢅい食品は、常 で保存が可能なもの（෤場のみ㎰⏘≀）

で、取ᢅ量は事業㛤ጞ㸯ᖺ目（2�1� ᖺ）が⣙ �� 㺢㺻（2��� ୓Ⅼ）、㸰ᖺ目が⣙ �� 㺢㺻（2��� ୓

Ⅼ）、㸱ᖺ目の௒ᖺᗘは、᥎計 1�� 㺢㺻（�� ୓Ⅼ）とᛴ⃭にቑຍしていࡲす。 

 食品をᐤ㉗いただいている団体・௻業（合意書⥾⤖）は 1�2 団体（♫）、フードࣂンクか

ら食品を提供している団体（合意書⥾⤖㸸行ᨻ・♫༠、ᆅᇦフードࣂンク、Ꮚども食堂など）

が 2�� 団体となっており、取ᢅ量もᐤ㉗団体、利用団体も当ึ計画を大ᖜに上ᅇる状況にな

っていࡲす。 

 しかし、食品ロスの⌧状（⚄ዉᕝ┴ෆのᐙᗞから発生する食品ロス 22 ୓㺢㺻）からみると 

た、⚄ዉᕝ┴ෆの㈋ᅔ（᭱ప生活㈝௨ୗの生活をしている方）ࡲ、んの୍㒊の量の取ᢅい࡯

は 1�� ୓ே௨上と᥎計していࡲすが、こࡕらも、࡯んの୍㒊の方々࡬の食ᨭ᥼という฿㐩Ⅼ

でありࡲす。 

 フードࣂンク活動の特ᚩの㸯つでもありࡲすが、㟂せ（利用団体の希望品目と量）と供⤥

（ᐤ㉗団体の品目と量）をよりⓗ確にㄪ （ᩚ࣐ッࢳング）することが課題となっていࡲす。

とくに食品㛵連௻業からはトࣞーࣅࢧリテ࢕の確保がồࡵられていࡲす。 

 このような状況の୰で、取ᢅ量や取ᢅ品目をᣑ大し、より多くの方々（団体）に食品を提

供さࡏていただくたࡵには、保管場ᡤやேᮦの確保、≀流体ไཬࡧ食品の入ฟ庫管理ᙉ໬な

どとేࡏて、㟂せと供⤥をⓗ確に⤖ࡧつけるたࡵの௙⤌みやＩ㹁㹒໬がᚲせであり、௒ᅇの

ングᨭ᥼システムࢳンク活動࣐ッࣂフードࠕ にࠖは、大きな期待をᐤࡏているとこࢁであり

 。すࡲ

  

 ௒ᅇᵓ⠏した࣐ࠕッࢳングシステムࠖについて 

 。すࡲᇶᮏᵓ㐀は、良いとᛮいی  

ンクかながわに登録（合意書⥾⤖）している団体・௻業（上グཧ↷）ࣂフード、ࡤ౛えۍ  

が౑用することを᝿定すると、ḟのような課題（機能㏣ຍ）があると⪃えࡲす。（㡰

୙同） 

   ・食品提供事業者（1�2 団体）㸻食品㛵連事業者の࡯か、行ᨻ等のබⓗ機㛵など㜵⅏

備⵳品をᐤ㉗いただく団体・௻業がありࡲす。ࡲた、利用団体もᗈ⠊な団体が登録

していࡲすが、常໅の運Ⴀスࢱッフは㸱名の少ே数で運Ⴀしていࡲす。 

    ࣐ッࢳングシステムを常時ὀどすることは୙可能ですので、可能な㝈り自動໬（提
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᱌数量に㐩した場合㸸⤊஢を表♧ ṧ数表♧ など）がᚲせです。 

   ・୰には、୍ ⯡にᾘ㈝されていない食品やᴟ➃に量が多い場合もあるので、事前連⤡

ㄪᩚの機能。 

   ・ၟ品つ᱁やࢣース入数、㹈㸿㹌ࢥード、ࣞ࢔ルࢤン᝟報、（実ໃ౯᱁）、食品の画ീ

やࣞシࣆ・ㄪ理౛等の登録機能（࢔ップロード）。 

   ・団体登録㡯目に事業者✀ู、利用団体✀ู・活動エリ࢔、活動つᶍ・㢖ᗘなどの管

理㡯目をタけ、エリ࢔や団体（✀ู）等を㝈定し᱌ෆできる機能。 

   ・事業者、事務ᒁは㹎㹁での操作、利用団体ഃはス࣐࣍での操作が多いと予᝿される

ので、㹎㹁とス࣐࣍（画面）のษり᭰え機能。 

   ・⤫計ࢹーࢱ等ฟ力（ダウンロード）機能。 

   ͤとくに利用団体ഃの操作については、⡆౽に（パࢥࢯンやス࣐ートフォンの操作が

ⱞ手な方が多く感じるたࡵ）、操作࣐࢔ࣗࢽルもより⡆౽にするᚲせを感じࡲす。 

   ͤ⚄ዉᕝ┴全ᇦはもとより、全ᅜのフードࣂンク活動で活用されることを前提に⪃

えると。ᚲせとᛮわれる機能は可能な㝈り備え、࢝ ス࣐ࢱイࢬしやすいようにして

おくこともᚲせであると⪃えࡲす。 

には、当ࡵるたࡏすし、システムの機能を඘実さࡲ上グ௨እにも課題はあるとᛮいی   

↛、㛤発㈝用も多くかかりࡲす。㎰ᯘỈ⏘省をはじࡵとするᅜからのᣑ大・⥅⥆し

たᨭ᥼（ຓᡂ）が୙可Ḟですのでᐅしくお㢪いしࡲす。 
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Ⅷ
寄　稿

地域協働によるフードバンク活動マッチング支援事業の展開
「ビーバーリンク」をモデルとしたマッチングシステム



【ᐤ✏】 
   ᆅᇦ༠ാによるフードࣂンク活動࣐ッࢳングᨭ᥼事業のᒎ㛤 

 ングシステムࢳルとした࣐ッࢹーリンクࠖをࣔࣂーࣅࠕ
 

ᮾிᐙᨻᏛ㝔大Ꮫ ⌧௦生活Ꮫ㒊 ᩍᤵ 
上ᮧ༠Ꮚ（食品ロス๐ῶ᥎㐍఍㆟ ጤဨ） 

 
 
はじࡵに 

日ᮏで大量の食品ロスが発生している。フードࢧプライ࢙ࢳーンが」㞧に⤡み合いᵝ々

なẁ㝵でᗫᲠされるᮍ利用食品（食品ロス）について、フードࣂンク等を✚ᴟⓗに活用して、

Ꮚども食堂など食品をᚲせとするᆅᇦ༠ാ生活の⌧場にᒆけたいという♫఍㈉⊩意㆑は㧗

 。っているࡲ
しかし、日ᮏのフードࣂンクのṔྐは▷く、ᇶ┙ᙉ໬がႚ⥭の課題である。特定㠀Ⴀ利活

動法ேセ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝが、2020 ᖺᗘにࣅࠕーࣂーリンクࠖをࣔࢹルにした࣐ッࢳン

グシステム（௨ୗࣅࠕーࣂーリンクࣔࢹル ）ࠖの㛤発に取り⤌んだ。ᮏ報告書において♧さ

れた࣐ッࢳングシステムࣅࠕーࣂーリンクࣔࢹル はࠖ、食品㛵連事業者とフードࣂンクやᆅ

ᇦの活動団体をつなぐ᭷効なࢶールとなると期待される。 
ᮏ✏では、ᚑ᮶のフードࢧプライ࢙ࢳーンからᢤけⴠࡕてᗫᲠされてきた食品を、ICT の

ᢏ⾡力を活用し事業者でもᾘ㈝者でもある生活༠同⤌合やフードࣂンクや行ᨻが連ᦠ༠ാ

して、いかにᆅᇦの༠ാで生活者にᒆける᪂たなᚠ⎔の௙⤌みをつくࢁうとしたのか。フー

ドࣂンク活動࣐ッࢳングシステムࣅࠕーࣂーリンクࣔࢹル をࠖ事౛に、ᆅᇦ༠ാによるᣢ⥆

可能なᾘ㈝の実⌧にࡴけた஫ຓによる活動の可能性を、᳨ウした。 
 
➨㸯⠇ 食品ロス๐ῶ᥎㐍のᇶᮏ方㔪からみる取⤌みの意⩏ 

ࠗ食品ロスの๐ῶの᥎㐍に㛵する法ᚊ（௧࿴ඖᖺ法ᚊ➨ 19 ྕ。௨ୗࠕ᥎㐍法 ）ࠖ࠘ が 2019
ᖺ 5 月、㉸ඪὴの㆟ဨ立法としてᡂ立した。᥎㐍法は、ࠕ食品ロスの๐ῶに㛵し、ᅜ、ᆅ方

බඹ団体の㈐務等を明らかにするとともに、・・食品ロスの๐ῶをᅜẸ運動として⥲合ⓗに

᥎㐍するࠖことを目ⓗに同ᖺ 10 月 1 日に施行された。 
ᨻᗓは、ࠕ食品ロス๐ῶ᥎㐍఍㆟ࠖを、2019 ᖺ 11 月、12 月、2020 ᖺ 2 月の 3 ᅇᾘ㈝者

ᗇを事務ᒁとして㛤ദし、ࠗ食品ロスの๐ῶの᥎㐍に㛵するᇶᮏⓗな方㔪（௨ୗࠕᇶᮏ方㔪 ）ࠖ࠘

を᳨ウした。食品ロス๐ῶ᥎㐍఍㆟ጤဨの୍ேである୍⯡♫団法ே全ᅜフードࣂンク᥎㐍

༠㆟఍௦表理事⡿ᒣᜨᏊẶは、➨ 2 ᅇ᥎㐍఍㆟においてᅜෆフードࣂンクのඹ通課題ձ運

Ⴀ㈝の୙㊊ղインフラᩚ備（事務ᡤ・಴庫・㓄㏦用㌴୧等）ճே手୙㊊մࣀウࣁウの୙㊊を

ゎỴするたࡵにࠕフードࣂンク団体のᇶ┙ᙉ໬࡬のᨭ᥼ にࠖついてᇶᮏ方㔪にグ㍕すること

をษ実にッえた。 
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2020 ᖺ 3 月ᮎに㛶㆟Ỵ定されたᇶᮏ方㔪には、ᇶᮏⓗ施⟇の（㸴）ᮍ利用食品を提供す

るたࡵの活動のᨭ᥼等としてḟのようなᩥ❶がグ㍕されている。 
 
表㸯 食品ロスの๐ῶの᥎㐍に㛵するᇶᮏⓗな方㔪ᇶᮏⓗ施⟇にみるフードࣂンク活動 
 
（㸴）ᮍ利用食品を提供するたࡵの活動のᨭ᥼等 

フードࣂンク活動は、食品ロスの๐ῶに┤⤖するものである࡯か、生活ᅔ❓者࡬のᨭ

᥼などのほⅬからも意⩏のある取⤌であり、ᅜẸに対してフードࣂンク活動࡬の理ゎを

ಁ㐍する。ල体ⓗには௨ୗのとおりである。 
・㛵ಀ者┦஫の連ᦠのたࡵの取⤌ （౛㸸食品㛵連事業者とフードࣂンク活動団体との

࣐ッࢳングや提供される食品の᝟報ඹ᭷、フードドライࣈ の᥎㐍）をྵࡵた、フード

のᗈ⠊なᨭ᥼࡬⤌ンク活動団体の取ࣂンク活動のᨭ᥼を行う。事業者等によるフードࣂ

を᥎㐍する。 
௨ୗ ␎ 
  食品ロスの๐ῶの᥎㐍に㛵するᇶᮏⓗな方㔪ᇶᮏⓗ施⟇より

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/information/food_loss/prom
ote/pdf/promote_200331_0001.pdf 

௒ᅇ実ド実験が行われたフードࣂンク活動࣐ッࢳングᨭ᥼システムࣅࠕーࣂーリンクࣔ

の活動のᨭ᥼等とࡵさに、ᇶᮏ方㔪のᇶᮏⓗ施⟇（㸴）ᮍ利用食品を提供するたࡲルࠖはࢹ

して、㛵ಀ者┦஫の連ᦠを活性໬するたࡵのシステムとして期待されるものである。 
 
 
➨ 2 ⠇ ᆅᇦ༠ാによるフードࣂンク活動࣐ッࢳングᨭ᥼ 

࣐ッࢳングシステムࣅࠕーࣂーリンクࣔࢹル はࠖ、フードࣂンク活動ᨭ᥼について生活༠

同⤌合パルシステム⚄ዉᕝの┴ෆ 13 かᡤある㓄㏦センࢱーのなかから 2 かᡤを活用してཷ

けΏしが行えるⅬ。Ꮿ㓄ᆺ生༠の利Ⅼをいかして保管಴庫を活用し青果、冷凍品がᢅえるⅬ

が特ᚩである。 
 

 (1)日ᮏのフードࣂンク活動 
බ┈㈈団法ே 流通⤒῭◊✲ᡤのㄪᰝによれࡤフードࣂンクの2018ᖺの食品取ᢅ量は

2,850トン（ᅇ⟅のあった76団体の合計）。食品取ᢅ量の対前ᖺẚは、2017ᖺが118㸣、

2018ᖺが127㸣とቑຍしている。同ㄪᰝにより食品提供者を業✀ูに見てみると、㎰ᐙ、

〇㐀業者、小኎業者、生༠、༺኎業者の㡰に提供を行っている๭合が㧗い。食品ཷ取ඛ

は、ࠕᏊども食堂ࠖࠕ生活ᅔ❓者ᨭ᥼（個ேᨭ᥼、生活ᅔ❓者ᨭ᥼団体）ࠖࠕᆅ方බඹ団

体・♫఍⚟♴༠㆟఍等ࠖࠕඣ❺㣴ㆤ施タࠖが㸴๭㉸と多い。 
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フードࣂンクの活動のあり方はこの数ᖺ間で大きく変໬し上グㄪᰝの食品ཷ取ඛでは

2�1�ᖺᗘから2ᖺ間でࠕᏊども食堂ࠖࠕ௚のフードࣂンク㸭フードࣂンク全ᅜ⤌⧊ࠖࠕ個

ேᨭ᥼ࠖはᛴ⃭にᅇ⟅率の上᪼している。流通⤒῭◊✲ᡤでは、食品のཷけΏしを㢮ᆺ໬

しており、在庫ᆺ（಴庫で保管しᚲせに応じて㓄㏦）クロスドッ࢟ングᆺ（ᣐⅬに集⣙し

てฟ荷）引取・㓄㏦ᆺ（಴庫を౑わず、┤᥋㓄㏦）௰௓ᆺ（㍺㓄㏦は行わず、௰௓・ㄪᩚ

に㔜Ⅼ໬）などのᙧがあるとしている。 

௧࿴2ᖺ∧ᾘ㈝者ⓑ書では、食品ロス๐ῶを特集としている。そのなかでࣅーࣂーリンク

 ルを᳨ウするࢹࣔ

 

表㸰 つくる㈐௵、つかう㈐௵、ῶらす㈐௵㹼食品ロス๐ῶ̺ᣢ⥆可能な♫఍のたࡵに̺ 
に見るフードࣂンクとエシ࢝ルᾘ㈝ 

ᅗϨ㸫2㸫1㸫1  SDG㹱のࢦール（目ᶆ） P78  
ᅗϨ㸫2㸫2㸫1 食品ᗫᲠ≀等と食品ロスの発生量（2017 ᖺᗘ᥎計） P82  
ᅗϨ㸫2㸫2㸫3 食品ロスの୺な発生せᅉ（フローᅗ） P85 
ᅗϨ㸫2㸫2㸫35 ᅜෆのフードࣂンク団体数の᥎⛣と食品取ᢅ量ูの団体数๭

合 
P121 

ᅗϨ㸫2㸫2㸫38 フードࣂンク活動᥎㐍のたࡵの᝟報ඹ᭷プラット࣍ームのイ

࣓ーࢪ 
P122 

ᅗϨ㸫2㸫㸲㸫㸯 エシ࢝ルᾘ㈝とは P147 
ᅗϨ㸫2㸫㸲㸫㸱 ᾘ㈝者行ᨻにおけるᣢ⥆可能な♫఍にྥけてのᴫᛕᅗ P150 
事౛ パルシステム生活༠同⤌合連合఍ 

Ꮿ㓄のᙉみをいかして生⏘者とᾘ㈝者をつなࡂ食品ロス๐ῶ 
P89 

ฟ඾【௧࿴ 2 ᖺ∧ᾘ㈝者ⓑ書特集】 
つくる㈐௵、つかう㈐௵、ῶらす㈐௵㹼食品ロス๐ῶ̿ᣢ⥆可能な♫఍のたࡵに㹼

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_research/white_paper/assets/2020_white
paper_0003.pdf 
 

（2）ᆅᇦ生༠の食品ロス๐ῶ活動 

ᾘ㈝生活༠同⤌合（௨ୗ、生༠）は、ᾘ㈝生活༠同⤌合法（᫛࿴ 23 ᖺ法ᚊ 200 ྕ）にᇶ

࡙きタ立された┦஫のຓけ合いにより自発ⓗに⤌⧊する㠀Ⴀ利⤌⧊で、⤌合ဨが、ฟ㈨、ཧ

ຍ、利用することで運Ⴀされる。日ᮏ生活༠同⤌合連合఍ COOP は、全ᅜにある 316 の

生༠がຍ入し、⤌合ဨ⥲数 2962 ୓ே、఍ဨ生༠の⥲事業㈝⣙ 3.5 ඙෇（数字は 2019 ᖺᗘ

ᮎ⌧在 生༠の♫఍ⓗ取り⤌み報告書 2020）と、日ᮏ᭱大のᾘ㈝者⤌⧊とされる。 
日ᮏ生༠連の前⏣ᫀᏹẶは、ࠕ生༠の食品ᗫᲠ≀・食品ロス๐ῶの取り⤌み （ࠖ2020）にお

いて、取り⤌みをࠕ全ᅜ⤌⧊・日ᮏ生༠連の取り⤌みࠖと、ࠕᆅᇦ生༠の取り⤌みࠖ大きく

2 分して説明し、ᆅᇦ生༠の取り⤌みとしては、ձリࢧイクル・ループのᵓ⠏ղつ᱁እ品の
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供⤥ճフードࣂンクմてࡲえどり（ᗑ⯒の取り⤌み）յ⤌合ဨとともにᏛࡧ・実㊶する取り

⤌みをあࡆている。そのフードࣂンク事౛の୰で、フードࣂンクかながわは、⚄ዉᕝ┴ୗを

事業エリ࢔とする」数の生༠とປാ者⚟♴༠㆟఍、ປാ㔠庫、㎰༠など」数団体のࢥンࢯー

シ࢔ムᆺでタ立されたⅬが特ᚩとして⤂௓されている。 
表㸱ᆅᇦ生༠の食品ロス๐ῶの取り⤌み 前⏣ࠕ生༠の食品ᗫᲠ≀・食品ロス๐ῶの取り

⤌みࠖࠗ 流通᝟報࠘より作ᡂ 
ฟ඾ 上ᮧ༠Ꮚ食品ロス๐ῶ᥎㐍による✜೺なる生活㠉࿨ࠗ生活༠同⤌合◊✲࠘vol.542  

取り組み項目 地域生協の取り組み例 取り組み内容 
① リ サ イ ク

ル・ループ
の構築 

コープこうべ（兵庫県） バイオガス発電 
みやぎ生協（宮城県） エコフィード（液状化飼料） 
⼤阪いずみ市⺠生協（⼤阪府） 堆肥化 ハートコープいずみ  

野菜生産 エコロジーファーム 
福井県⺠生協（福井県） 堆肥化 福井県⺠生協の産直生産

者エコファーマー野菜生産 
② 規格外品の

供給 
コープデリ連合会（埼玉県） 規格外農産物を宅配カタログで訳

アリ品として販売 
パルシステム連合会（東京都） 規格外農産物について組合員の声

から生まれたアイデアを商品化 
③ フードバン

ク 
コープフードバンク（みやぎ生協
から、東北 6 県） 

寄贈食品を福祉施設へ「誰でも安
心して暮らせる社会づくり」配達
ボランティアや仕分けの場の提供 

トドックフードバンク（北海道） 
コープさっぽろ 

返品を児童養護施設へ。届け先で
食育イベントや料理体験の提供 

フードバンクかながわ（神奈川県） コンソーシアム型、複数の生協と
労働者福祉協議会、労働金庫、農
協などの複数多様な団体がフード
ドライブ 

福岡県フードバンク協議会 
エフコープ（福岡県） 

県行政、全農、ワーカーズコープ、
フードバンクを支援する仕組み 

④ 店舗でのて
まえどり 

コープ こうべ 消費・消費期限の近い商品の購入
を促進する仕組み 

⑤ 組合員とと
もに学び・
実践する取
り組み 

組合員活動での学びの取り組み 冊子作成（コープこうべ） 
セミナー（コープさっぽろ） 

組合員がフードドライブに参画 37 生協が 488 か所で実施 
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（3）Ꮿ㓄ᆺ生༠ パルシステムでの食品ロス๐ῶ 
生༠のᏯ㓄には、自Ꮿなど個ேᏯ㓄とグループや⫋場にᒆける⌜Ꮿ㓄がある。生༠の♫఍

ⓗ取り⤌み報告書、2020 によると、ᆅᇦ生༠のᏯ㓄事業の供⤥㧗（኎上㧗）は 1 ඙ 8340 ൨

෇、なかでも個㓄供⤥㧗は 1 ඙ 3212 ൨෇を༨ࡵ、ᗑ⯒事業 8973 ൨෇を上ᅇる。 
▼⏣ᩔẶ（2016）によれࡤ、パルシステムは、㐌に 1 ᅇ、定期ⓗに⤌合ဨᏯၟ࡬品をと

どける個ேᏯ㓄が୰ᚰである。࢝ ログによってၟ品を⤂௓し、Ꮿ㓄時にᑓ用の用紙を提ฟࢱ

することでὀᩥをཷけ、2001 ᖺからスࢱートしたインࢿࢱットࢧイトや、ス࣐ートフォン

による࢔プリࢣーシࣙンでのཷὀもቑえている。Ꮿ㓄事業における取ᢅいは、ྲཱྀ ὀ࣋ースで

8 ๭を食品が༨ࡵる。そのうࡕ⡿✐、青果、⢭⫗、㣴㭜、∵ங、Ỉ⏘≀などの⏘┤品が 4 ๭

と㧗く、事業の᰿ᖿをᨭえている。パルシステムの⏘┤ 4 ཎ๎はձ生⏘者、⏘ᆅが明らかで

あること、ղ生⏘方法やฟ荷ᇶ準が明らかで生⏘のᒚṔが分かること、ճ⎔ቃ保全ᆺ・㈨※

ᚠ⎔ᆺ㎰業をࡊࡵしていること、մ生⏘者や⤌合ဨ┦஫の஺流ができること、とする。 
Ꮿ㓄事業はᗑ⯒事業とẚ㍑して㠀常に食品ロスが少ないことが確認できるࠖとㄒるのࠕ

は、パルシステム連合఍᳜⏣┿஧Ặである。᳜⏣┿஧Ặ（2020）によれࡤ、青果のᗫᲠ率を

୍౛にしてみると、全ᅜスーパー࣐ーࢣット༠఍の 2019 ᖺᗑ⯒のᗫᲠ率はᖹᆒ 3.4㸣であ

るのに対し、Ꮿ㓄ではセットセンࢱーでセットされずにవる青果の๭合は18ᖺ上期で0.7㸣
と大きく差がある。ẚ㍑したときに、Ꮿ㓄事業はᗑ⯒事業とẚ㍑して㠀常に食品ロスが少な

いことが生༠の౯値として確認できたとする。 
もともと事前に予⣙された食品を個ูの⤌合ဨにᒆけるᏯ㓄事業は、生⏘者とᾘ㈝者が

㏆く食品ロスが少ないしくみであるが、パルシステムではセットされずにవってしࡲった

予備青果を、Ꮚども食堂やフードࣂンクなどᚲせとしているとこ࡬ࢁᒆけるたࡵ、≀流⥙と

ᆅᇦのᣐⅬ(各生༠㓄㏦センࢱー)を活用するᙧでᩚ備し、パルシステム全఍ဨ生༠の取⤌み

として 2020 ᖺᗘからᮏ᱁ⓗに実施する予定であった。感ᰁがᣑ大し఍ဨ生༠が連ᦠするᏊ

ども食堂も୍㒊㛤ദ୰Ṇとなったたࡵ、フードパントリーに手法を変えた。Ꮚども食堂やフ

ードࣂンクなどの登録 146 団体に対し、఍ဨ生༠を通じて 2020 ᖺᗘはこれࡲで 24.4t の食

ᮦを提供した。ࡲた、ὴ㐵ษりやᒃఫ႙ኻ者などの生活ᅔ❓者に対し、᪂ᐟ㒔ᗇୗࠕ᪂ᐟࡈ

はんプラスࠖ(認定 NPO 法ேもやい等)に 37 日間 7,490 食分をはじࡵ、ᮾụ⿄୰ኸබᅬ⅕

きฟし(NPO 法ே TENOHASI 等)に、㝮⏣බᅬ⅕きฟしཬࡧ食ᮦ提供((୍♫)あじいる等)、
ᗓ୰⥭ᛴὴ㐵ᮧ、ཌᮌᕷ生活ᅔ❓Ꮫ生⥭ᛴᨭ᥼(フードࣂンクあつࡂ)、ᕝཱྀᕷ在日እᅜேᨭ

᥼に合計 13,490 食を提供し、12 月のࠕᖺ㉺しࠖ活動ᨭ᥼ではࠕつながる┦ㄯࢿットワーク

ᮾிࠖにも提供した。 
上グの数字は、2021 ᖺ 1 月 8 日に㛤ദされたパルシステムෆ఍㆟で報告されたものであ

る。 
 
➨ 3 ⠇ ࣐ッࢳングシステムࣅࠕーࣂーリンクࣔࢹルࠖの実ド実験 
2020 ᖺの実ド実験ࣅࠕーࣂーリンクࠖがᵓ⠏された㐣⛬と、実ド実験⤖果のᴫせをࡲと
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࣐。ておくࡵ ッࢳングシステム㛤発にあたって、セ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝが୺ദした఍㆟のཧ

ຍ者や、実ド実験にࡴけてシステムが㛤発されるに⮳った流れは、表㸲のとおりである。 
フト㛤発担当ࢯ 3 ♫（ᐩኈ通ᰴᘧ఍♫ ࣆープルࢯフトウエ࢔ᰴᘧ఍♫ ࢔࢟ࣞࢯᰴᘧ

఍♫）はࡰ࡯す࡭ての఍㆟にཧຍした。 
ὀ目されるⅬは、7 月 29 日に㛤ദされた࣐ッࢳングシステムᵓ⠏実㊶者分⛉で全ᅜのフ

ードࣂンクから㈗㔜なኌがᐤࡏられたⅬ、およ࢔、ࡧンࢣートㄪᰝがフードࣂンク∧と生༠

∧の 2 ✀㢮行われたⅬである。 
 

表㸲 セ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝが࣐ッࢳングシステムᵓ⠏᳨ウ఍として୺ദした活動ᴫせ 
 
2020 ᖺ   
5 月 18 日（月） 
14:00-16:15  

フト㛤発担当ࢯ 3 ♫ 
ᡴࡕ合わࡏ 

 

6 月 18 日（ᮌ） 
15㸸00㸫17㸸00 

➨㸯ᅇ࣐ッࢳングシステムᵓ⠏᳨ウ఍   、 

7 月 6 日（月）  
15㸸00㸫17㸸00 

➨㸰ᅇ࣐ッࢳングシステムᵓ⠏᳨ウ఍   

7 月 29 日（Ỉ） 
10㸸30㸫12㸸10 

  ングシステムᵓ⠏実㊶者分⛉఍ࢳッ࣐ی

ートㄪᰝ【実施期間】2020ࢣン࢔ ∧ンクࣂフードڦ ᖺ 10 月 1 日㹼10 月 31 日 
㎰ᯘỈ⏘省食ᩱ⏘業ᒁࣂイ࣐࢜スᚠ⎔㈨※課を通じてフードࣂンク団体 120 ௳に᱌ෆ。 
ᅇ⟅数 30 
10 月 16 日（㔠） 
15㸸00㸫17㸸00 

➨㸱ᅇ࣐ッࢳングシステムᵓ⠏᳨ウ఍  

実ド実験 ࣅーࣂーリンク㸾 ໭と㸾㭯見  
  ーリンク㸾 ໭ࣂーࣅ
日時㸸11 月 13 日（㔠）13 時㹼13 時 30 分  12 月 11 日（㔠）13 時㹼13 時 30 分 
  ーリンク㸾㭯見ࣂーࣅ
日時㸸11 月 18 日（Ỉ）13 時㹼13 時 30 分  12 月 16 日（Ỉ）13 時㹼13 時 30 分 
実ド実験 㜵⅏備⵳品引き取り 
ートㄪᰝ 【実施期間】2020ࢣン࢔     ∧生༠ڦ ᖺ 11 月 15 日㹼12 月 31 日 
日ᮏ生活༠同⤌合連合఍（日生༠）を通じて᱌ෆ 
ᅇ⟅数 38 
12 月 23 日（Ỉ）  
15㸸00㸫17㸸00 

➨㸲ᅇ࣐ッࢳングシステムᵓ⠏᳨ウ఍  
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㸯）ࣅࠕーࣂーリンクࣔࢹルࠖ実ド実験ᣐⅬ㸸㸾 ໭と㸾㭯見 
ーリンクは、登録ᣐⅬは、2021.2ࣂーࣅ 月⌧在で 10 ⟠ᡤ。そのうࡕ、パルシステム⚄ዉᕝ

のセンࢱーは㸳⟠ᡤである。実ド実験が行われた場ᡤは 2 ⟠ᡤ、どࡕらも生活༠同⤌合パ

ルシステム⚄ዉᕝの㓄㏦センࢱーでࣅーࣂーリンク㸾 ໭とࣅーࣂーリンク㸾㭯見である。 
㸰）2 クールの実ド実験時期㸸2020 ᖺ 11 月、2020 ᖺ 12 月 
【実ド実験㸯クール】（2020 ᖺ 11 月）【実ド実験㸰クール】（2020 ᖺ 12 月）の 2 クールが

行われた。 
㸾 ໭では㔠᭙日 13 時㹼13 時 30 分（11 月 13 日、12 月 11 日）、 
㸾㭯見ではỈ᭙日の 13 時㹼13 時 30 分（11 月 18 日、12 月 16 日） 
㸱）食品提供者（団体）と食品利用者（団体） 
実ド実験で取りᢅった食品は、㸾 ໭では青果、㸾㭯見では青果と冷凍品である。 
食品利用者の団体数は、ࣅーࣂーリンク㸾 ໭では 11 月は 3 団体、12 月は㏣ຍが 1 団体

あり 4 団体、ࣅーࣂーリンク㸾㭯見では、11 月 12 月ともに 4 団体である。 
表㸳 
 ーリンク㸾 ໭と㸾㭯見 【実ド実験㸯クール】【実ド実験㸰クール】の⤖果ᴫせࣂーࣅ
NO1 ࣅーࣂーリンク㸾 ໭  
・日時㸸11 月 13 日（㔠）13 時㹼13 時 30 分 12 月 11 日（㔠）13 時㹼13 時 30 分 
・場ᡤ㸸パルシステム⚄ዉᕝᶓ὾໭センࢱー・利用団体㸸㸱団体（Ѝ4 団体） 
ձ ࣏ートフ࣑࢓リ࢔くすのᶞ ղ特㠀法ே）ඖẼ⚟♴ᑵປᨭ᥼ボランテ࢔࢕ᨭえあいの఍ 
ճ 㹋㹅㹋プロ࢙ࢪクト    մ（㸰クールで㏣ຍཧຍ 㛵ෆ࡙ࡕࡲくり᣺⯆఍） 
取ᢅい食品㸸青果 13 品目 214 ⿄  
取ᢅい食品㸸青果 12 品目 276 ⿄ 
NO2 ࣅーࣂーリンク㸾㭯見  
日時㸸11 月 18 日（Ỉ）13 時㹼13 時 30 分 12 月 16 日（Ỉ）13 時㹼13 時 30 分 
場ᡤ㸸パルシステム⚄ዉᕝ㭯見センࢱー・利用団体㸸㸲団体 
ձ 㥖ᒸୣの上こども食堂 ղ特定㠀Ⴀ利活動法ேなࡂࡴࡲこども食堂 
ղ つるみඖẼሿ     մすࡲいる  こども食堂 
取ᢅい食品㸸青果 12 品目 205 ⿄ 冷凍品 6 品目 133 ⟽ 
取ᢅい食品㸸青果 11 品目 231 ⿄ 冷凍品㸯品目 200 ⿄ 

 
➨㸲⠇ ࢔ンࢣートㄪᰝ⤖果からの♧၀ 

Q6ࠕ フードࣂンク活動を行うにあたり、システム上、ᚲせであるとᛮうことをᩍえてく

ださい。ࠖ にḟのようなᇶᮏⓗなጼໃをᣦ᦬するᅇ⟅があったことはὀ目される。 
ᮏ᮶、団体の理ᛕや活動ᙧែなどを食品事業者ഃに༑分に理ゎしてもらい஫いにಙ㢗ࠕ

㛵ಀを⠏いたのࡕに食品のやり取り、ࡲたは活動㈨㔠提供ࡆ⧄࡬ていくのがᣢ⥆可能なフ

ードࣂンクのあり方だと⪃えるので、࣐ッࢳングࢧイト㢗りになってしࡲうと個ูに௻業
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対して自団体の特性や活動理ᛕをఏえにくく、そのඛにある௻業との業務提ᦠや活動㈨࡬

㔠提供にᙳ㡪がཬࡲ。ࡪた、࣐ ッࢳングࢧイトをᵓ⠏することは௻業に対して食品ロスの๐

ῶではなく、フードࣂンクを㒔合の良い࣑ࢦ⟽としてᗫᲠࢥストの๐ῶとཷけṆࡵられる

可能性があるので、それを㜵ぐఱらかの対応がシステム上でᚲせであるとᛮう。ࠖ この࢔ン

 。のᅇ⟅がᣦ᦬するⅬは㔜せである࡬ートㄪᰝࢣ
ンクᨭ᥼の㛵ಀの特ᚩをࣂᙧᡂとフード࢕テࢽ࣑ࣗࢥルࠖがもつࢹーリンクࣔࣂーࣅࠕ

確認しておきたい。࣐ッࢳングシステムがより効果ⓗにフードࣂンク活動ᨭ᥼として活用

されるたࡵに、௒ᅇのࣅࠕーࣂーリンクࣔࢹルࠖは、ձᏯ㓄ᆺ生༠との連ᦠղࢥンࢯーシ࢔

ムᆺフードࣂンクճᆅᇦ༠ാによる♫఍課題をゎỴしてきた活動各✀ᨭ᥼団体が⦆やかに

場ᡤと食品をシ࢙࢔し、β 々なᨭ᥼活動をᒎ㛤、ᆅᇦでᨭ᥼者を通じて食品をᚲせとする利

用者がつながりᆅᇦのセーフテࢿ࢕ットのᙺ๭を担うࢽ࣑ࣗࢥテ࢕ᙧᡂにつながっていく

ことの 3 Ⅼが特ᚩである。⟠᮲書きでᩚ理する。 
 
⤌㸯）セ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝはᏯ㓄ᆺ生༠パルシステム⚄ዉᕝとᐦ᥋な連ᦠがとれるڦ

⧊である。 
ンクかながわは、食品ᐤ㉗団体・௻業（合意書⥾⤖）はࣂ㸰）බ┈♫団法ேフードڦ 142

団体（♫）、食品提供団体（合意書⥾⤖㸸行ᨻ・♫༠、ᆅᇦフードࣂンク、Ꮚども食堂など）

が 205 団体という、ࢥンࢯーシ࢔ムᆺフードࣂンクでの⦆やかな⤌⧊との༠ാで活動を行

っている。 
ーリンクは、2017ࣂーࣅ（㸱ڦ ᖺᗘから、かながわボランࢱリー活動᥎㐍ᇶ㔠 21 ༠ാ事

業負担㔠対㇟事業として、⚄ዉᕝ┴ 6 課と༠ാし、ࠕ食とᆅᇦをつなࡂ⚄ዉᕝから㈋ᅔをな

くす K-Model ᵓ⠏事業ࠖをからすすࡵるなかで活動してきた。 
  
 
 の期待࡬࢕テࢽ࣑ࣗࢥーンとᆅᇦ࢙ࢳプライࢧ᪂たなフード ࡵとࡲ

 
日ᮏのᆅᇦに᰿࡙いたもったいないのスࣆリットはୡ⏺のᣢ⥆可能な♫఍をඛᑟするこ

とが期待された生活ᩥ໬である。その日ᮏで、➨ 1 ḟ⏘業でのࠕ生⏘の⌧場ࠖから、➨ 2 ḟ

⏘業・➨ 3 ḟ⏘業を⤒て、⚾た୍ࡕேࡦとりの食のࠕᾘ㈝の⌧場ࠖࡲで、」㞧に⤡み合うフ

ードࢧプライ࢙ࢳーンがつくられ、生⏘とᾘ㈝は分᩿されて、食ᩱ自⤥率がపい日ᮏで、大

量に食品ロスが発生する௙⤌みが作られた。大変ṧᛕなことに、日ᮏはフードロス後㐍ᅜで

あるとゝわれる状況にある。 
ୡ⏺ࣞ࣋ルの食ᩱ༴機がᠱᛕされるなかで、食品ロス๐ῶは、特定分野で㐩ᡂできない、

各୺体が連ᦠして᥎㐍することがồࡵられるႚ⥭の課題である。ᆅᇦᐦ╔で✚ᴟⓗに、ᆅに

㊊をつけたフードࣂンク等を活用し、Ꮚども食堂など食をᚲせとする生活者にᒆけたいと

いう♫఍㈉⊩意㆑は㧗ࡲっている。⧞り㏉しになるがࠕフードࣂンク活動は、食品ロスの๐
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ῶに┤⤖するものである࡯か、生活ᅔ❓者࡬のᨭ᥼などのほⅬからも意⩏のある取⤌であ

り、ᅜẸに対してフードࣂンク活動࡬の理ゎをಁ㐍する。ࠖ と 2020 ᖺ 3 月ᮎに㛶㆟Ỵ定さ

れ、ḟはᆅᇦで実㊶をする場面となっている。 
その୍方でࢥロࢼウ࢕ルス感ᰁ⑕ᣑ大にకう➨ 1 ⥭ᛴ事ែᐉゝが 2020 ᖺ㸲月㸵日から

だされእฟ自⢔や㣧食ᗑႠ業がไ㝈された。ステイ࣍ームといわれ、テࣞワークが᥎ዡされ、

食をྵࡵた日常生活を大きく変໬した。、ᚑ᮶のフードࢧプライ࢙ࢳーンで発生していた食

品ロスとは␗なる状況で食品・食ᮦがᮍ利用でのᗫᲠがされる事ែも発生している。 
 
ルࢹーリンクࣔࣂーࣅࠕ はࠖ、஫ຓの௙⤌みとスࣆリットで、食品提供者と食品利用者を

つなぐフードࣂンクᨭ᥼࣐ッࢳングシステムをつくることによって、ࢿࢪࣅスとしてᣑ大

さࡏるのではなく、利用者がᚲせとするෆᐜと、食品ロスとなりそうな量をᢕᥱし、ᮍ利用

食品を活用することである。セ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝの食ᨭ᥼ࢿットワークࣅࠕーࣂーリンクࠖ

を実ド実験の場としてフードࣂンク活動におけるࠕ食品᭷効活用࣐ッࢳングシステム 運ࠖ用

実㊶ࣔࢹルがᵓ⠏されている意⩏は大きい。௒後さらなるフードࣂンク活動活性໬にࡴけ

て、事業者、ᾘ㈝者、行ᨻ・㹌㹎㹍等がᢪえる課題やᙺ๭を理ゎのうえ、᝟報ඹ᭷し生活者

に効率ⓗ・効果ⓗに㐍ࡵていく࡭き๰意ᕤኵがồࡵられる。 
 
さようならお㈙い≀をするだけのᾘ㈝者、こんにࡕはᣢ⥆可能な♫఍をつくる生⏘ᾘ㈝

者。食が⤖ࡪ㒔ᕷと㎰業とのඹ生ᆺ㸸ᆅᇦからリ࢝ࣞントなᚠ⎔をᵓ⠏のࣄントをࣅーࣂー

リンクࣔࢹルは提♧している。 
ᅜ連の SDGs（ᣢ⥆可能な㛤発目ᶆ）も後ᢲしし、食品ロス๐ῶ᥎㐍法の意⩏が♫఍に定

╔してきている。食品ロス๐ῶ、数値目ᶆの㐩ᡂだけでなく、食ᮦの生⏘や流通の㐣⛬を▱

るᾘ㈝者ᩍ⫱につなࡆることが㔜せであるといえよう。 
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ཧ⪃ㄽᩥ 
▼⏣ᩔྐ ࠕᏯ㓄事業を通じた食品ロス๐ῶࠖࠗ 食品とᐜჾ࠘vol.57 θ㸴 2016 ᖺ 
஭ฟ␃⨾ ࠗ食⣊༴機̿パン࣑ࢹック、ࣂッࢱ、食品ロス࠘PHP ᪂書 2021 ᖺ 
᳜⏣┿ோ ࠕもったいないプロ࢙ࢪクト 発ࠖのၟ品㛤発による食品ロスの๐ῶ 生༠運Ⴀ㈨

ᩱ θ314 2020 ᖺ 7 月ྕ 
上ᮧ༠Ꮚ ࠕ食品ロス๐ῶ᥎㐍法とᾘ㈝者ᕷẸ♫఍ࠖࠗ 㒔ᕷΎᤲ࠘vol.72θ352 2019 ᖺ 
上ᮧ༠Ꮚ ࠕ⌧௦生活Ꮫ◊✲̿生活者がつなぐ食（ᾘ㈝）と㎰（生⏘）㸫ࠖ⌧௦生活Ꮫ◊✲

఍ ⛉Ꮫ◊✲㈝（17K00771）報告書 
上ᮧ༠Ꮚࠕ食品ロス๐ῶࠕ᥎㐍法とᇶᮏ方㔪 にࠖみるᣢ⥆可能なᾘ㈝ࠖࠗ 日ᮏㄪ理⛉Ꮫ఍ㄅ࠘

vol.53 θ㸴 2020 ᖺ 
上ᮧ༠Ꮚ ࠕ食品ロス๐ῶ᥎㐍による✜೺なる生活㠉࿨̿ᾘ㈝生活༠同⤌合の生活๰㐀̿  ࠖ
ࠗ生活༠同⤌合◊✲࠘vol.542 2021 ᖺ 3 月 
前⏣ṇᏹ、ࠕ生༠の食品ᗫᲠ≀・食品ロス๐ῶの取り⤌みࠖࠗ 流通᝟報࠘θ546 2020 ᖺ 
⡿ᒣけいᏊࠕフードࣂンク活動から見えるᏊどもの㈋ᅔࠖࠗ 㒔ᕷΎᤲ࠘vol.72θ352 2019 
ᖺ 
 
⛉◊報告書【⌧௦生活Ꮫ◊✲ -生活者がつなぐ食(ᾘ㈝)と㎰(生⏘)-】௦表者上ᮧ༠Ꮚ 
http://uemuralabo.webcrow.jp/index.html 
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ᶟ．ࢿྉ マッチングシステムݕ౼ձ実ࢪঢ়گ 
 
㸨࣐ッࢳングシステム分⛉఍ 

日  時㸸2�2� ᖺ � 月 1� 日（月） 1�����1��1� 

࣓ンࣂー㸸ᐩኈ通ᰴᘧ఍♫ 

                     ♫ᰴᘧ఍࢔フトウ࢙ࢯープルࣆ

 ♫ᰴᘧ఍࢔࢟ࣞࢯ

特定㠀Ⴀ利活動法ேセ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝ 

ෆ  ᐜ㸸事業説明・システム⠊ᅖ説明 

௒ᅇの事業の説明と、᝿定する࣐ッࢳングシステムの業務フローの説明、 

イ࣓ーࢪのすり合わࡏ。 

 

㸨➨㸯ᅇ࣐ッࢳングシステムᵓ⠏᳨ウ఍ 

日    時㸸2�2� ᖺ � 月 1� 日（ᮌ） 1�㸸��㸫1�㸸�� 

࣓ ン ࣂ ー㸸ᐩኈ通ᰴᘧ఍♫               

                     ♫ᰴᘧ఍࢔フトウ࢙ࢯープルࣆ

                     ♫ᰴᘧ఍࢔࢟ࣞࢯ

බ┈♫団法ேフードࣂンクかながわ                   

生活༠同⤌合パルシステム⚄ዉᕝ               

特定㠀Ⴀ利活動法ேセ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝ    

 イ࣐࢜スᚠ⎔㈨※課 食品⏘業⎔ቃ対⟇ᐊࣂ ー㸸㎰ᯘỈ⏘省 食ᩱ⏘業ᒁࣂーࢨࣈ࢜

ෆ    ᐜ㸸フードࣂンクを取りᕳく᝟ໃཬࡧ事業実施にあたっての␃意Ⅼ確認  

       フードࣂンクかながわの食品の流れ、ࣅーࣂーリンク食品の流れをඹ᭷ 

࣐ッࢳングシステムᵓ⠏の༠㆟ 

 

㸨➨㸰ᅇ࣐ッࢳングシステムᵓ⠏᳨ウ఍ 

日    時㸸2�2� ᖺ � 月 � 日（月） 1�㸸��㸫1�㸸�� 

࣓ ン ࣂ ー㸸ᐩኈ通ᰴᘧ఍♫               

                     ♫ᰴᘧ఍࢔フトウ࢙ࢯープルࣆ

                     ♫ᰴᘧ఍࢔࢟ࣞࢯ

බ┈♫団法ேフードࣂンクかながわ                   

生活༠同⤌合パルシステム⚄ዉᕝ              

特定㠀Ⴀ利活動法ேセ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝ      

 イ࣐࢜スᚠ⎔㈨※課 食品⏘業⎔ቃ対⟇ᐊࣂ ー㸸㎰ᯘỈ⏘省 食ᩱ⏘業ᒁࣂーࢨࣈ࢜

ෆ    ᐜ㸸࣐ッࢳングシステムᵓ⠏の༠㆟ 

- 58 - - 59 -



㸨࣐ッࢳングシステムᵓ⠏実㊶者分⛉఍ 

日    時㸸2�2� ᖺ � 月 2� 日（Ỉ） 1�㸸��㸫12㸸1� 

࣓ ン ࣂ ー㸸全ᅜフードࣂンク᥎㐍༠㆟఍、認定特定㠀Ⴀ利活動法ேフードࣂンクᒣ᲍    

♫఍⚟♴法ேṇோ఍ あいあいࡡっと  

特定㠀Ⴀ利活動法ேࡩうどࡤんくᮾ໭ $*$,1                  

ᐩኈ通ᰴᘧ఍♫                         

                 ♫ᰴᘧ఍࢔フトウ࢙ࢯープルࣆ

特定㠀Ⴀ利活動法ேセ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝ                 

ෆ    ᐜ㸸各フードࣂンク団体の課題ඹ᭷。࣐ッࢳングシステムに㛵する期待などඹ᭷ 

 

㸨➨㸱ᅇ࣐ッࢳングシステムᵓ⠏᳨ウ఍ 

日    時㸸2�2� ᖺ 1� 月 1� 日（㔠） 1�㸸��㸫1�㸸�� 

࣓ ン ࣂ ー㸸ᐩኈ通ᰴᘧ఍♫               

                     ♫ᰴᘧ఍࢔フトウ࢙ࢯープルࣆ

                     ♫ᰴᘧ఍࢔࢟ࣞࢯ

බ┈♫団法ேフードࣂンクかながわ                   

生活༠同⤌合パルシステム⚄ዉᕝ              

特定㠀Ⴀ利活動法ேセ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝ    

 イ࣐࢜スᚠ⎔㈨※課 食品⏘業⎔ቃ対⟇ᐊࣂ ー㸸㎰ᯘỈ⏘省 食ᩱ⏘業ᒁࣂーࢨࣈ࢜

   ⚄ዉᕝ┴⎔ቃ㎰ᨻᒁ⎔ቃ㒊㈨※ᚠ⎔᥎㐍課  

⚄ዉᕝ┴ᨻ⟇ᒁ㹑Ｄ㹅㹱᥎㐍課  

ෆ    ᐜ㸸࢔ンࢣート実施状況・ࣅーࣂーリンク活動状況、実ド実験の㐍ࡵ方をඹ᭷ 

࣐ッࢳングシステムのᴫせ、操作のプࣞࢮンテーシࣙン 

 

㸨➨㸲ᅇ࣐ッࢳングシステムᵓ⠏᳨ウ఍ 

日    時㸸2�2� ᖺ 12 月 2� 日（Ỉ） 1�㸸��㸫1�㸸�� 

࣓ ン ࣂ ー㸸ᐩኈ通ᰴᘧ఍♫               

                     ♫ᰴᘧ఍࢔フトウ࢙ࢯープルࣆ

                     ♫ᰴᘧ఍࢔࢟ࣞࢯ

බ┈♫団法ேフードࣂンクかながわ                   

生活༠同⤌合パルシステム⚄ዉᕝ              

特定㠀Ⴀ利活動法ேセ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝ       

 イ࣐࢜スᚠ⎔㈨※課 食品⏘業⎔ቃ対⟇ᐊࣂ ー㸸㎰ᯘỈ⏘省 食ᩱ⏘業ᒁࣂーࢨࣈ࢜

     ⚄ዉᕝ┴⎔ቃ㎰ᨻᒁ⎔ቃ㒊㈨※ᚠ⎔᥎㐍課  

ෆ    ᐜ㸸࢔ンࢣート⤖果報告。フードࣂンクを取りᕳく状況のඹ᭷ 

実ド実験状況と課題のඹ᭷。ᡂ果ඹ᭷఍の実施、報告書作ᡂについて 
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